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第３４回日本職業・環境アレルギー学会の開催にあたって

職 業 お よ び 環 境 に 起 因 す る 物 質 は 、 気 管 支 喘 息 、 過 敏 性 肺 臓 炎 、 好 酸 球 性 肺 炎 な ど の

呼 吸 器 疾 患 、 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 、 接 触 性 皮 膚 炎 、 じ ん ま 疹 な ど の 皮 膚 疾 患 、 ア レ ル ギ ー

性 鼻 炎 ・ ア レ ル ギ ー 性 結 膜 炎 な ど の 耳 鼻 咽 喉 科 ・ 眼 科 疾 患 の 原 因 物 質 な い し 増 悪 物 質 と

し て 作 用 す る こ と が 古 く か ら 知 ら れ て お り ま す 。 長 年 に わ た る わ が 国 並 び に 諸 外 国 の 研

究 か ら 、 こ れ ま で に 多 く の 原 因 抗 原 お よ び 増 悪 物 質 が 同 定 さ れ 、 診 断 方 法 が 開 発 さ れ 、

ま た 、 そ の 作 用 メ カ ニ ズ ム の 一 部 も 解 明 さ れ て 、 こ れ ら の 疾 患 の 予 防 対 策 、 治 療 薬 の 開

発 に 応 用 さ れ て き ま し た 。 し か し 、 同 じ 職 業 に 就 い て い て も 、 ま た 、 類 似 し た 環 境 に あ

っ て も 、 な ぜ 、 一 部 の 大 の み が こ れ ら の 疾 患 を 発 症 す る の か 、 低 分 子 の 化 学 物 質 が ど の

よ う な 機 序 で 人 の 免 疫 反 応 に 関 わ る の か な ど 多 く の 疑 問 が 残 さ れ お り ま す 。 職 業 ・ 環 境

に 起 因 す る ア レ ル ギ ー 疾 患 を 、 よ り 効 率 的 に 、 よ り 少 な い 費 用 で 防 止 、 治 療 す る た め に

は 、 こ れ ら の 疾 患 の 発 症 メ カ ニ ズ ム を 細 胞 、 分 子 レ ベ ル で 解 明 す る 必 要 が あ り ま す 。 近

年 に お け る 細 胞 ・ 分 子 生 物 学 の 進 歩 は 著 し く 、 そ の 成 果 は す べ て の 領 域 の 疾 患 の 病 態 解

明 に 応 用 さ れ て お り 、 職 業 お よ び 環 境 に 起 因 す る ア レ ル ギ ー 疾 患 も 例 外 で は あ り ま せ ん 。

そ こ で 、 本 学 術 集 会 で は 、 「 職 業 ・ 環 境 に 起 因 す る ア レ ル ギ ー 疾 患 を 細 胞 お よ び 分 子

生 物 学 的 観 点 か ら 捉 え る 」 を メ イ ン テ ー マ と し 、 テ ー マ 関 連 の 特 別 講 演 を 京 都 大 学 大 学

院 医 学 研 究 科 ・ 健 康 増 進 行 動 学 教 授 の 白 川 太 郎 先 生 に 「 職 業 ・ 環 境 に よ る ア レ ル ギ ー 疾

患 の 遺 伝 的 背 景 」 と い う タ イ ト ル で お 願 い し ま し た 。 も う １ つ は 、 Ｙ 趾 ｅ Ｕ ｎｉｖｅｒｓitｙ

Ｓｃｈ ｏ０１０ｆ Ｍ ｅｄｉｄ ｎｅ の Ｃａｒｒie λ Ｒｅｄｎｃｈ 先 生 に Ｍ̈ ０１ｅｃｕlaｒ ｂ１０１０ｇｉｃａｌ ａｐｐｒｏａｃｈ tｏ

ｏｃｃｕｐａtional l ｕng dis ｅａｓｅs ” を お 願 い し て お り ま し た が 、 ４ 月 に 来 日 中 止 の ご 連 絡 を

頂 き ま し た 。 誠 に 残 念 で す 。 一 貫 し て 職 業 性 喘 息 の 研 究 に 取 り 組 ん で こ ら れ た 韓 国

Ｙｏｎs ｅｉ Ｕ ｎｉｖｅrsit ｙ Ｃ０１１ｅｇｅ ｏｆ Ｍ ｅｄｉｄ ｎｅ の Ｃｈｅｉｎ- Ｓｏｏ Ｈ ｏｎｇ 教 授 に ば Ｒｅｃｅｎt

ａｄｖａｎｃｅs ｏｆ ｏｃｃｕｐａtｉｏｎａｌ ａｓt ｈｍ ａ ｉｎ Ｋ ｏｒｅａ” を お 願 い し て あ り ま す 。 シ ン ポ ジ ウ ム は

「 職 業 ・ 環 境 に 起 因 す る 皮 膚 障 害 」 と 「過 敏 性 肺 臓 炎 一 最 近 の 知 見 － 」 の ２ つ を 企 画 し

ま し た 。 ま た 、 非 常 に 狭 い 領 域 の 学 会 な が ら ３ ０ 題 と 多 数 の 一 般 演 題 を 頂 き ま し た 。 各

演 者 の 先 生 方 が 、 職 業 ・ 環 境 に 起 因 す る 疾 患 に 新 し い 切 り 口 を 入 れ て 下 さ る も の と 期 待

し て お り ま す 。

こ こ 宇 都 宮 市 は 鮫 子 と カ ク テ ル と 雷 が 有 名 で あ り ま す 。 変 な 組 み 合 わ せ で す が 、 昼 に

は 鮫 子 を 、 夜 に は 遠 雷 の 音 を 聞 き な が ら カ ク テ ル を 楽 し ま れ て は い か が で し ょ う か 。 皆

様 の お 越 し を お 待 ち し て お り ま す 。 最 後 に な り ま し た が 、 本 学 術 大 会 の 趣 旨 を ご 理 解 下

さ り 、 多 大 な ご 協 力 ご 支 援 を 賜 り ま し た 関 係 各 位 の 皆 様 に 対 し 、 心 か ら 御 礼 申 し 上 げ ま

す 。

平成１５年５月吉日

－I －

第３４回日本職業・環境アレルギー学会

会長　福田　 健
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●参加者の皆様へ

お知らせとお願い

1. 受付は、２日間共に学会会場入口（栃木県総合文化センター3階「第一会議室」）で行い

ます．受付で手続きの上、会場内では常に名札をつけて下さい.

2. 参加費（懇親会費を含む）は一般10,000円、学生6,000円です．

学生の方は、当日学生証を提示して下さい.

3. 本学会は、日本アレルギー学会認定医・認定専門医業績単位（発表3、参加4）が認めら

れています．

＊日本職業・環境アレルギー学会は、日本アレルギー学会認定医・認定専門医制度における

認定学会・研究会・講習会から関連学会に認定されました．（下記表参照）

本学会認定医等申請の際の発表（筆頭）3単位、出席4単位となります．

関　連　学　会 発　表　者 出　席　者

日本臨床免疫学会

日本小児アレルギー学会

日本リウマチ学会

日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会

日本免疫学会

日本職業・環境アレルギー学会

日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会

日本鼻科学会

日本皮膚アレルギー学会

日本接触皮膚炎学会

日本臨床眼科学会

日韓アレルギーシンポジウム

AmeriCan ACademy of AIlergy Annual Meeting

European ACademy of AIlergy Annual Meetin9

日本呼吸器学会

３ ４
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●口演者の皆様へ
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1. 一般演題の口演時間は、発表7分、討論3分です．時間厳守でお願いいたします.

2. スライド又はＰＣ画面の枚数に制限はありませんが、スクリーンは一面です．スライド、

ＭＯは口演時間の30 分前までに受付に提出してください．また、講演終了後は速やかに

スライド、ＭＯをお受け取り下さい.

3. その他は、座長の指示に従って下さい．

●座長 の先生方へ

1.15 分前までに、次座長席にご着席下さい

III
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第34回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

に参加される皆様へ

１．会場について

第34回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会は、栃木県総合文化センター3階

「第１会議室」で開催されます．

匹 画 引

(1リ Ｒ線

（2）東武宇都宮線

JＲ宇都宮駅　下車

○バスで「県庁前」「池上町」停留所下車　徒歩で約3 分

関東バス；作新学院、戸祭、江曽島行きなど（5分～10 分毎）

○タクシーで約5分（約1,600m ）

至篤農道

孚僣官・日尭

東武宇都宮駅　下車　徒歩で約10分（約700m ）

IＶ －

足

卜
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栃木県総合文化センター：宇都宮市本町1 －8

TEL 028-643-1000

霊

圓　 円

ホール　哺
g訟 ｜　ホール入口

ロビー　哺

■　 －　 ・　 ・　 ・　 ・　-W
情 報 ア ー ヶ － ド

主催者専用駐車場

ﾋ ロ゚ティ‾ ギャラリー ｀‾'ir１‾19　　°　 ｏ

‥ ‥

Ｊ 賢 君lj ？ 二

－ Ｖ －

4 入口

レΦ

情報交流コーナー
・インフォメーション
・プレイガイド
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２．第34 回 日本職業 一環 境アレ ルギ ー学会総会 ・学術大会 の参加費 について

参加費（懇親会費を含む）は、一般10,000 円．学生6,000 円です．

学生の方は、当日学生証を提示して下さい．

受付にて、領収書兼参加証（ネームプレート）をお受け取り下さい．

ネームプレートには、ご芳名、ご所属をご記入の上、ご着用をお願いいたします．

受付は6 月27 日は午前11 時より.28 日は午前8 時45 分より開始いたします．

３ 日本職業・環境アレルギー学会への入会・年会費の支払いについて

当日、会場に日本職業・環境アレルギー学会事務局は、特に設けません．

本学会に入会をご希望される方は、受付にて学会申込用紙をお受け取りいただき、後日

下記事務局までお申し込み下さい．

また、学会当日に年会費の支払いも、お受けできませんのでご了承下さい．

なお、日本職業・環境アレルギー学会への入会・年会費（5,000円）の支払いは随時可

能です．詳しくは日本職業・環境アレルギー学会事務局までお問い合わせ下さい．

学 会事 務局：群馬大学医 学部保健学 科内

日本職業 ・環境アレル ギー学 会事務局

〒371-8514　 前橋 市昭和町3-39- １５

ＴＥＬ:027-220- ８９４４　　ＦＡＸ : 027-220-89 ４４

４．昼食について

栃木県総合文化センター2階にレストランがあります．また、近辺にもレストランが多

数あります．

２日目は総会開催前にお弁当を用意させていただきます．

５．懇親会について

第1日目学会終了後、2階レストラン「オーベルジュ・デ・マロニエ」にて懇親の場を設

けさせていただきます．奮ってご参加下さい（無料）．

－VI －
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第34回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

及び関連行事

第34 回日本職業・環境アレ ルギ ー学会総 会・学術 大会

会期:2003 年6 月27 日（金）・28 日（土）

会場：栃木県総合文化センター　3 階「第１会議室、特別会議室」

〒320-8530　 宇都宮市本町1 －8

TEL 028-643-1000

編集委員会

日時:2003 年6 月27 日（金）　9:30 ～10 : 00

会場：栃木県総合文化センター３階 「特別会議室」

理　事　 会

日時:2003 年6 月27 日（金）　10 : 00 ～ｎ:00

会場：栃木県総合文化センター３階「特別会議室」

評 議 員 会

日時:2003 年6月27日（金）　11 : 00～11 : 30

会場：栃木県総合文化センター３階「特別会議室」

総 会

日時:2003 年6 月28 日（土）　12 : 40 ～13 : 10

会場：栃木県総合文化センター３階「第１会議室」

新 理 事 会

日時:2003 年6 月28 日（土）　15 : 15 ～16 : 15

会場：栃木県総合文化センター３階「特別会議室」

学 術 大 会

日時:2003 年6 月27 日（金）　11 : 55 ～17 : 50

日時:2003 年6 月28 日（土）　9:00 ～15 : 10

会場：栃木県総合文化センター３階「第１会議室」

懇　 親　 会

日時:2003 年6 月27 日（金）　18 : 00 ～20 : 00

会場：栃木県総合文化センター２階「オーベルジュ・デ・マロニエ」

VII
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日 程　　 表

時間 第1日　6 月27 日（金） 時間 第2日　6 月28 日（土）

9:30

10:00

11:00

11:30

11:55

12:00

12:40

13:20

14:00

14:30

15:00

17:00

18:00

編集委員会

理事会

評議員会

《休　憩》

開会の辞

一般演題

セッション1

7X　　　　2

z/　　3

77　　　　4

XX　　　　5

シンポジウム

座長：

早川律子（名古屋大学）

三好逸男（鹿児島市立病院）

特別講演

白川太郎（京都大学）

懇親会

8:45

9:00

11:00

11:50

12:20

12:40

13:10

13:50

14:30

15:10

15:15

受付開始

シンポジウム

座長：

吉潭靖之（東京医科歯科大学）

土橋邦生（群馬大学）

特別講演

Chein-SOOHong （Yonsei univ. ）

会長講演

福田　 健（褐協医科大学）

《休　憩》（昼食配布）

総会

一般演題

セッション6

Xy　　　　7

XX　　　　8

閉会の辞

新理事会

－VIII 一
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[ 葎 草 莽]

【セッション①】

職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

第１ 日目　 ６月２ ７日 （金 ）

１１ ：５５～ １２ ： ００

１２ ： ０ ０ ～ １５ ： ００

12 : 00～12 : 40

座長：榊原博樹(藤田保健衛生大学呼吸器・アレルギー内科)
1｡ 老健での介護業務中に起きたアナフィラキシー・ショックの1例

○笛木　真、笛木直人、牧野荘平（上武呼吸器科内科病院）

2. 動物飼育従事者にみられた職業アレルギーの1例

○高本　公（高本医院）

3. 最近経験した職業喘息の6症例

○須甲松伸（東京芸術大学保健管理センター）、佐野靖之（同愛記念病院アレルギ

ー呼吸器科）

4. 職業性喘息の治療とその効果一特に抗原をめぐる対応の重要性

○中村　晋（大分大学前教授）

【セッション②】 12 : 40～13 : 20

座長：山下直美（帝京大学内科）

5. ＲｅａｃＵｖｅ Ａｊｒｗａｙs Ｄｙsfｕｎｃtion Sｙｎｄｒｏｍｅ（ＲＡＤＳ）の2症例

○榊原博樹、茂谷真一、星野多美、磯谷澄都、服部義信、斎藤雄二、佐々木文彦、上

平知子（藤田保健衛生大学呼吸器内科・アレルギー科）

6. 燧道工事現場でのイソシアネート暴露により急性呼吸器症状と慢性自律神経失調症状を

呈した3例．

０ 中村陽一、三木真理、鎌田泰夫、真鍋亜希子、小倉英郎（国立高知病院臨床研究部・

アレルギー科・眼科・小児科）、吉田成二（JA 高知病院内科）

7. 寝具、床などのダニ、真菌、細菌の生息実態と相互関係

○上田伸男、陳　鋼、河田一気（宇都宮大学）、高岡正敏（埼玉県衛生研究所）

8. 気管支喘息及びアトピー性皮膚炎における環境真菌に対する即時型皮膚反応成績

○竹内保雄、斎藤明美、川口博史、竹内瑞枝、粒来崇博、東　愛、東　憲孝、橋本直

方、釣木渾尚実、森田園子、大友　 守、森　昌夫、谷口正実、前田裕二、安枝　浩、

秋山一男（国立相模原病院臨床研究センター）、高島浩介（国立医薬品食品衛生研

究所衛生微生物部）

【セ ッショ ン③】 13 : 20 ～14 : 00

座長：石川　嘩（熊本大学名誉教授）

9｡ 猫アレルギー

○宇佐神　篤（東海花粉症研究所）

－I χ －
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10. アレルゲンの曝露とアレルギー性鼻炎

○三好彰、程雷、殷敏、時海波、白川太郎（南京医科大学国際鼻アレルギーセンター）、

中村　晋（埼玉県）

11. アレルギー性鼻炎と大気汚染

○三好彰、程雷、殷敏、時海波、白川太郎（南京医科大学国際鼻アレルギーセンター）

12. 寄生虫感染とアレルギー性鼻炎

○三好彰、程雷、殷敏、時海波、白川太郎（南京医科大学国際鼻アレルギーセンター）

【セッ ショ ン④】　　　 １４ ： ００～１４ ： ３０

座長：宇佐 神　 篤（東海花粉 症研 究所）

13. 中国におけるスギ花粉症の発見

○三好彰、程雷、殷敏、時海波、白川太郎（南京医科大学国際鼻アレルギーセンター）、

佐藤紀男（東邦大学薬学部生物学）

14. チベット・ラサ市におけるアレルギー調査

○三好彰、程雷、殷敏、白川太郎（南京医科大学国際鼻アレルギーセンター）、幸野

健（市立吹田市民病院皮膚科）

15. 日本と中国の小中学生におけるアレルギー性鼻炎疫学調査

○三好彰、程雷、殷敏、時海波、白川太郎（南京医科大学国際鼻アレルギーセンター）

【セッション⑤】　　　１４ ： ３０～１５ ： ００

座長：池滞善郎（横浜市立大学皮膚科）

16. トリブチル錫（内分泌攬乱物質）のＴｈ１/Ｔｈ２インバランスへの関与

○高橋一夫、岩村千秋、竹下芳裕、池滞優子、池暉善郎（横浜市立大学大学院環境免

疫皮膚科学）

17.1 、2－ベンソチアソリン3オンによる切削油皮膚炎

○早川律子、杉浦真理子、杉浦啓二（名古屋大学環境皮膚科）

18. 国際調和システム（ＧＨＳ）に準拠した感作性物質リスト（提案）

○佐藤一博、日下幸則（福井医科大学環境保健）

シンポジウム1　　15:00 ～17 : 00

｢職 業・環 境に起因す る皮膚障害｣

座長：早川

三好

律子

逸男

(名古屋大学環境皮膚科)

(鹿児島市立病院皮膚科)

1｡ はじめに

早川　 律子（名古屋大学環境皮膚科）

2. フッ化水素酸による化学熱傷とその治療

大圃　詩子（（日本大学皮膚科）

3. 手袋による職業性皮膚炎

杉浦　 真理子 （名古屋大学環境皮膚科）

－χ－
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4｡ 畜産に起因する皮膚障害

三好　 逸男（鹿児島市立病院皮膚科）

５．染料によるアレルギー性皮膚炎一化学構造と感作性の関連について一

佐々木　和実（独立行政法人製品評価技術基盤機構）

6. 総合討論

｢萌 講画ｺ

「『 亘‾鄙

17 : 00～17 : 50

座長：中塚次夫（群馬大学保健学科）

「職業・環境によるアレルギー疾患の遺伝的背景」

白川　太郎（京都大学大学院医学研究科・健康増進行動学）

１８ ： ００ ～ ２０ ： ００

XI
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第２日目　６月２８日（土）

シンポジウム2　　9:00 ～Ｈ:00

｢過敏 性肺臓炎一 最近の知 見｣

座長：吉潭

土橋

靖之

邦生

(東京医科歯科大学呼吸器科)

(群馬大学第１内科)

１。農夫肺　　　 南須原　康行（北海道大学第１内科）

２．農夫肺を発症した者と無症候酪農家の長期観察例の検討

毛利　孝（岩手医科大学第3内科）

３．ブナシメジによる過敏性肺臓炎

津島　健司（信州大学呼吸器・感染症内科）

4. 慢性鳥飼病の臨床

稲瀬　 直彦（東京医科歯科大学呼吸器内科）

５．低分子化学物質による過敏性肺臓炎

土橋　邦生（群馬大学第1内科）

｢ 厠落頂司

[亘 裔]

[ｉ ‾‾ｉ ‾]

｢ 盲 ‾‾蚕‾1

11 : 00 ～11 : 50

座長 ：牧野荘平 （東京 アレルギー 疾患研究 所）

“ Ｒｅｃｅｎｔ Ａｄｖａｎｃｅｓ ｏｆ ｏｃｃｕｐａｔｉｏｎａｌ ａｓｔｈ ｍ ａ ｉｎ Ｋｏｒｅａ ”

Ｃ ｈｅｉｎ－Ｓｏｏ Ｈ ｏｎｇ

（ Ｄ ｅｐａｒｔｍ ｅｎｔ ｏｆ ｌｎｔｅｒｎａｌ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ ， Ｙ ｏｎｓｅｉ Ｕ ｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

Ｃ ｏＩｌｅｇｅ ｏｆ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ ）

11 : 50～12 : 20

座長：小林節雄

「気道リモデリングの分子メカニズム」

福田　健（猫協医科大学呼吸器・アレルギー内科）

１２ ： ２０～ １２：40

１２ ： ４ ０ ～ １３ ： １０

XII
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【セッション⑥】　　　１３ ： １０～１３ ： ５０

座長：日下幸則（福井医科大学環境保健学）

19. 化学物質過敏児の報告された改修後小学校校舎の室内空気質の1年間の観察

○原田幸一、上田　厚（熊本大学・大学院医学薬学研究部・環境保健医学分野）

20. 日本アレルギー学会評議員のシックハウス症候群・化学物質過敏症に対する意識調査

○鈴木直仁（東京シックハウス症候群・化学物質過敏症研究会代表世話人、同愛記

念病院アレルギー・呼吸器科）

21. 職場における微量暴露が原因と推測された化学物質過敏症の症例

○岡田千春、木村五郎、坂口　基、宗田　良、高橋　清（国立療養所南岡山病院ア

レルギー科）

22. ホルムアルデヒド暴露がアレルギーに及ぼす影響－マウスモデルを用いた検討-

○石田博文、山下直美、田下浩之、松尾由紀子、田嶋　誠、中島幹夫、長瀬洋之、

金子富志人、中野純一（帝京大学内科）、三田晴久、秋山一男（国立相模原病院

臨床研究センター）、大田　健（帝京大学内科）

【セ ッ シ ョ ン ⑦ 】　　　 １３ ： ５０～１４ ： ３０

座 長 ： 小 林　 仁 （岩 手 医 科大 学 第三 内 科 ）

23. 鉄粉の吸入歴 がある2 症例の検討

○ 津島健司 （安曇 総合病院呼吸器科） 、久保恵 嗣（信州大 学呼吸器 ・感染症 内科）

24. エリンギ茸 による過 敏性肺炎 の1 例

○ 豊嶋幹生、千 田金吾、 須田隆文、桑 田博史、乾　 直輝 、中村祐太郎 、中村 浩叔 （浜

松医科大学第二 内科）

25. ベッドメーキン グ担 当のホテ ル従業員 に発症したＡｓｐｅrｇｍｕs ｎｉｇｅｒによ ると思 われる

過敏性肺臓炎（ＨＰ）の1 例

○ 東　 愛、東　 憲孝、谷 口正実 、竹内保雄 、斉藤明美、 高島 美奈子、安 枝　 浩 （国立

相模原病 院臨床研究セ ンター）、高島 浩介 （国立医 薬品食 品衛生研究所 衛 生微生物

学）、秋山一男 （国立 相模原 病院臨床研 究センター）

26. 鳩飼病の2 例

○ 大塚浩二郎、上 村光弘 、川名明彦、小 林信之、工藤宏一郎 （国立国 際医 療セ ンタ

ー呼吸器科）

【セッション⑧】　　　１４ ： ３０～１５ ： １０

座長：千田金吾（浜松医科大学第2 内科）

27.N95 マスクにて過敏性肺炎の再燃を予防している一例

○吉井明弘、滝渾大地、土橋邦生、中渾次夫＊、森　昌朋（群馬大学第一内科、＊同

保健学科）

28. コンニャク製造業者に認めた過敏性肺臓炎の1例

○田島俊児、坂東政司、押川克久、大野彰二、弘中　貢、杉山幸比古（自治医科大学

呼吸器内科）

－ＸＨＩ－
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29. 潜在進行性慢性型農夫肺と考えられた1例

○小林　仁、毛利　孝、吉田浩子、伊藤晴方、鹿内俊樹、谷藤幸夫、山内広平、井

上洋西（岩手医科大学第三内科）

30. 農夫肺の1例

○三好祐顕、鹿島隆一、石井芳樹、福田　健（伺協医科大学呼吸器・アレルギー内

科）

[ 暉 頑] １５ ： １０ ～ １５ ： １５

－ ＸＩＶ －
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◇会長講演

気道リモデリングの分子メカニズム

○福田　健（狸協医科大学呼吸器・アレルギー内科）

慢性喘息患者の気道で認められる気道リモデリングは固定性気道閉塞、持続

的気道反応性充進の要因として重要視されているが、その発生機序は明らかで

ない。リモデリングの１つである基底膜直下の線維化（いわゆる基底膜肥厚）

は、ＴＧＦ-βで活性化された線維芽細胞によるコラーゲン、フィブロネクチンの

過剰産生か原因と考えられている。その一因は喘息気道における　ＴＧＦ-β産生増

加にあるが、それだけでなく、この ＴＧＦ-βは線維芽細胞の ＣysＬＴ１受容体発現

を充進させ、コラーゲン産生促進作用をもつ ＣysＬＴの作用を受けやすくする。

一方、ＴＧＦ-β刺激は、正の細胞内シグナル伝達分子のリン酸化Smad2 に負の分

子であるSmad7 が作用し、歯止めが掛けられている。私共は、感作マウスが単

回の抗原刺激を受けたときはSmad7 発現が正常に起こるが、慢性の抗原曝露下

では次第に低下することを認めた。したがって、抗原の慢性曝露下では ＴＧＦ-β

刺激がよく伝わるようになり細胞外マトリックス産生が充進する可能性がある。

平滑筋肥厚も代表的リモデリング所見であるが、肥厚は主として平滑筋細胞の

増殖によって起こる。増殖因子としては ＩＧＦ、ＥＧＦなどが重要であるが、喘息

気道に豊富に存在する ＣysＬＴはこれら増殖因子による平滑筋細胞増殖を著しく

充進させる。その促進機序は ＩＧＦの場合は ＣysＬＴ刺激を受けた平滑筋細胞が

ＭＭＰを放出し、それがＩＧＦ結合蛋白を破壊してＩＧＦの作用を受けやすくさせ

るためと報告されているが、ＥＧＦの場合は私共の実験ではこの機序では説明つ

かず細胞内シグナル伝達の完進にあるようである。講演では、この他に、気道

リモデリングが気道反応性を充進させるメカニズムについての教室で見いだし

た新知見を紹介する予定である。

－１－
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◇特別講演　１

職業・環境によるアレルギー疾患の遺伝的背景

○白川太郎、中島加珠子、福田早苗、毛暁全（京都大学大学院医学研究科

健康増進行動学）

職場では大勢の労働者 が様々な抗原に暴露されるがそのうちで発症

する頻度は

５％内外と考えられている。このことは個体による差、すなわち何らかの遺

伝要因の関与を示唆するものである。 実際、ベリリウム肺症や超硬合金暴露

による塵肺症、あるいはある種の発ガン物質による発ガンでは特定の ＨＬＡ

遺伝子座との関連が報告されている。現在ゲノム科学が進歩して５年内外に

はアレルギー疾患に関連した遺伝子が理化学研究所遺伝子多型センターなど

を中心に特定されると予想されているが、職業性アレルギーの発症が一般の

アレルギー発症と同じ遺伝子座によって既定されているかはまったくわかっ

ていない。したがって今後各抗原物質ごとに発症するアレルギー症状に関連

した遺伝子の特定が必要になる可能性もある。 さらにアレルギー疾患は多因

子疾患であり、多くの遺伝子が関与すると考えられており、特定の遺伝子座

のみで発症が既定されておらず、特異lgE を規定する遺伝子のみでは発症を

予測し得ないと考私られや・､また遺伝要因のみならずライフフタイル要因や

暴露濃度などにも既定されていると考えられておりこれらを考慮した総合的

なデータベース作りが必要である。

以上の点を踏まえて本講演では、全ゲノムアレルギー疾患関連遺伝

子解析の現状、職業性アレルギー疾患における遺伝子解析の現状を紹介する

とともに、職業性アレルギーの分野おいて今後遺伝子解析の情報をどのよう

に取り込むべきか？その際問題 となる倫理規定、情報管理などの問題にも触

れ、本学会会員皆様の討議のたたき台となることを目指したい。

2 －
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名

属

氏

所

２

略　　歴

白川　太郎

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系

専攻健康要因学講座　健康増進・行動学分野

略　 歴

学歴：1983 年３月

1995 年６月

職歴：1983 年６月

1984 年９月

1987 年２月

1991 年３月

1995 年６月

1995 年６月

1999 年１月

2000 年４月

京都大学医学部卒業（医師免許取得）

大阪大学医学博士（論文）

京都大学胸部疾患研究所付属病院第一内科入局

高槻赤十字病院呼吸器科入局

大阪大学医学部環境医学教室助手

オックスフォード大学医学部内科留学

大阪大学医学部環境医学教室講師

オックスフォード大学医学部呼吸器科講師

ウェールズ大学医学部大学院実験医学部門助教授

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻

健康要因学講座健康増進行動学教授

2001 年４月　理化学研究所横浜研究所遺伝子多型研究センター

遺伝子多型・機能相関チーム

チーム・リーダー兼務

３。 研究テーマ

健康科学、アレルギー

３



職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

◇特別講演　２

R ｅｃｅｎt Ad ｖａｎｃｅｓ ｏｆ ｏｃｃｕpat ｉｏｎａｌ ａｓtｈｍ ａ ｉｎ Ｋｏr ｅａ

Chein- Ｓ００ Ｈｏｎｇ， Ｍ.Ｄ.

Ｐrｏｆｅｓｓｏr，Di ｖiｓｉｏｎ ｏｆ ＡＩｌｅrgy ａｎｄ ｌｍ ｍ ｕｎｏ１０９y ， Ｄｅｐａrt ｍｅｎt of lnt ｅｍ ａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ
， Ｙｂｎｓｅｉ Ｕ

ｎｉｖｅrｓity ＣｏＩｌｅｇｅ ｏｆ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ， Ｃ.Ｐ.０. Ｂｏ）（8044 ，Ｓｅｏｕl，Ｋｏrｅａ.

Ｅ-mail: ｃｓhon9 ＠y ｕｍ ｃ･yｏｎｓei.ａｃ.k「

D ｕring pa ｓt 3 y ｅａrｓ ther ｅ ｈａｖｅ ｂｅｅｎ r ｅｐｏrted ｓｏｍ ｅ ｎｅｗ ａｇｅｎtｓ ｏｆ ＯＡ ｓｕｃｈ ａｓ ｓpider m

itｅｓ，ａｎtibiotic ｓ，dige ｓtiｖｅ ｍｅｄｉｃｉｎｅ， ａｇｅｎts in f00d ind ｕｓtry ， ｃｈｅｍｉｃａｌｓ ａｎｄ ｅtｃ. ｉｎ Ｋｏrｅａ.

Ａｎｄ ａｌｓｏ ther ｅ r ｅｐｏrted ｓｏｍｅ ｆｕrther ｓtｕdy r ｅｓｕltｓ ａｂｏｕt ＯＡ ｂy ＴＤｌ ａｎｄ rｅａｃtiｖe dy ｅｓ.

T Ｄｌ ａｓthma i ｓ tｈｅ ｍ ｏｓt pr ｅｖａｌｅｎｌ Ｏ Ａ ｉｎ Ｋｏrｅａ ａｎｄ ｉｓ ｎｏtified fr ｏｍ ｗhole part ｓ ｏｆ ｏｕr ｃｏ

ｕｎtry ｓince 1978 r ｅｐｏrling the fir ｓt ｃａｓｅ. The imm ｕｎｏｐａtｈｏｇｅｎｅｓjs ｏｆ ＴＤｌ ａｓtｈｍ ａ ｈａｓ ｎｏ

t ｂｅｅｎ ｆｕlly ｕｎｄｅrｓtｏｏｄ. Specific lgE and lgG antibodie ｓ ｏｆ ＴＤＩ-ＨＳＡ ｃｏｎｊｕgat ｅｓ ｓho ｗｅｄ ｃ

ｅrａtin int ｅrｅｓting r ｅｓｕltｓ. Speciilc lgE r ｅｓｐｏｎｓｅ t ｏ ＴＤＩ-Ｈ ＳＡ ｃｏｎｊｕgat ｅ ｗｏｕld be het ｅrｏｇｅｎ

ｏｕｓ frｏｍ ｏｎｅ t ｏ ａｎｏther ａｎｄ １９Ｅ ｍｅｄｉａted r ｅｓｐｏｎｓｅ ｍ ａy ｃｏｎtribｕtｅ tｏ the de ｖｅｌｏｐｍｅｎt

ｏｆ ａｓtｈｍａ. Specific lgG of TDI- ｃｏｎｊｕgat ｅ ｗａｓ ｃｌｏｓely ａｓｓｏｃｉａted ｗjth BPT r ｅｓｕltｓ ａｎｄ ｍ ａ

y be ｕｓed t ｏ ｍｏｎｉtｏr t ｈｅ ｃｏｎｄｉtｉｏｎ ｂｅｆｏre clinical di ｓｅａｓｅ ｏｃｃｕrｓ. Ａｎｄ ａｌｓｏ １９Ｅ ａｎｄ ｌｇＧ

ａｎtibodie ｓ ｏｆ ＴＤＩ-ＨＳＡ ｃｏｎｊｕgat ｅ ｗill indicate in pr ｏｇｎｏｓtｉｃ ｆａｃtｏrｓ of TDl a ｓtｈｍ ａ; ｐｏｏrpr

ｏ９ｎｏｓtｉｃ ｆａｃtｏr of high ｓpecific 19G at initial diagno ｓiｓ ａｎｄ r ｅｌａtiｖely bett ｅr pr ｏｇｎｏｓiｓ of th

epr ｅｓence of high ｓpecific lgE antibodie ｓ. ｌｎ ＴＤｌ ａｓtｈｍ ａ the ly ｍ ｐｈｏｃytｅｓ ａｓ ｗell a ｓ ｏth

er ｉｎｌｌａｍ ｍａtｏry cell ｓ ｓｕｃｈ ａｓ ｅｏｓinophil ， ｍａｓt ｃｅｌｌ ａｎｄ ａｃtiｖａtｅｄ ｎｅｕtrophil ｓ ｍａy ｃｏｎtribｕt

ｅ t ｏ ｄｅｖｅｌｏｐｍ ｅｎt ｏｆ ＴＤＩ-ind ｕced br ｏｎｃｈｏｃｏｎｓtrictｉｏｎ. Ａｎｄ there i ｓ ａ ｃｅrtａｉｎ ｅｖｉｄｅｎｃｅ that

higher ｅｘpr ｅｓｓｉｏｎ ｏｆ ＴＧ Ｆ ｂｅtａｌ ｅｘpr ｅｓｓｉｏｎ ｗill be poor pr ｏ９ｎｏｓtic ｓignal abo ｕt per ｓiｓtｅ

ｎt ｓympt ｏｍ ｓ ｉｎ ＴＤｌ ａｓtｈｍ ａ ｆｏr ｍｏrｅ that 4 y ｅａrｓ aft ｅr diagno ｓiｓ.

lｎ Ｋｏrｅａ ther ｅ ｈａｖｅ ｂｅｅｎ r ｅｐｏrtｅｄ ａ ｌｏt ｏｆ ａｓtｈｍ ａ ｐａtｉｅｎtｓ s ｅｎｓitiｚed ｗith ｖinyl ｓｕlphone

rｅａｃtiｖe dy ｅｓ （ＲＤ- ＯＡ ）ｓince 1988. Ｔｈｅ ｓkin prick t ｅｓtｓ ａｎｄ ｄｅtｅrｍｉｎａtion of 19E ｓpecific

tｏ r ｅａｃtiｖe dy ｅｓ in ｓｅrｕｍ ｗill be ｖalｕable for ｍｏｎｉtｏring the de ｖｅｌｏｐｍｅｎt ｏｆ ＯＡ ｉｎ ｅｘpo ｓ

ｕre gr ｏｕp. ０ ｎ ｉｍ ｍｕｎｏｐａtｈｏｇｅｎｉｃ ｍｅｃｈａｎｉsｍ ｏｆ Ｒ Ｄ-Ｏ Ａ ther ｅ ａrｅ ｓｏｍｅ r ｅｐｏrtｓ. Ｒｅａｃtiｖe

dy ｅｓ （ＲＤ ） ａrｅ ｓｍａｌｌ ｃｈｅ ｍｉｃａｌｓ ｗith ｖinyls ｕlphone r ｅａｃtiｖe 9 『ｏｕp ｓ ａｎｄ ａ ｃｈrｏｍ ｏｇｅｎ. ＲＤ

ｃａｎ ｅｌｉｃｉt 19E mediat ｅｄ Ｏ Ａ ｂy hapt ｅｎａtｉｏｎ. ＨＳＡ ｉｓ ｋｎｏｗｎ ａｓ tｈｅ ｍｏｓt rｅｌｉａｂｌｅ ｃａrrier pr

ｏtｅｉｎ ｆｏr ｖinyl ｓｕlphone r ｅａｃｌｉｖe dy ｅｓ （ｖＲＤs ）.Ｔｈｅ ｃｏｎｆｏrｍ ａtｉｏｎａｌ ｓtrｕｃtｕrｅ ｏｆ ＨＳＡ ｗｏｕld

be critical forthe 19E epit ｏｐｅｓ d ｕring hapt ｅｎａtion pr ｏｃｅｓｓ ａｎｄ ｂｏth of the chr ｏｍ ｏ９ｅｎ ａｎ

ｄ r ｅａｃtiｖe 9 「ｏｕp ｓ of the ｖＲＤ ｗ ｏｕld conlrib ｕtｅ t ｏ the for ｍａtion of 19E epit ｏｐｅｓ. Ａｃｃｏrding

tｏ ｌｏｎｇtｅrm follo ｗin9- ｕｐ ｏｆ ＲＤ-OA 36 ％ ａｍｏｎ９ ２５ ｐａtｉｅｎtｓ ｓho ｗed r ｅｍｉｓｓｉｏｎ ｏｆ ｎｏｎｓpｅ

４
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cific bronchial hyperr ｅａｃtiｖity aft ｅr ａｖｏｉｄａｎｃｅ ｆｏr 2 y ｅａrｓ. And f ｕrther ｅｌｉｍｉｎａtｉｏｎ ｕｎt11 7 y

ｅａrｓ ｓho ｗｅｄ ｉｎｃrｅａｓing r ｅｍｉｓｓｉｏｎ r ａtｅｓ ｏｖｅra11 64 ％. Ｔｈｅ ｉｎtｅrｖal bet ｗｅｅｎ the de ｖｅｌｏｐ ｍｅ

ｎt ｏｆ ＲＤ- ＯＡ sympt ｏｍｓ t ｏ the diagnosi ｓ ｗａｓ ｓignificantly lo ｗｅr in t ｈｅ ＡＨＲ r ｅｍｉtted 9r ｏｕ

p t ｈａｎ ｉｎ t ｈｅ ｏther ｓ.Altho ｕgh the pat ｉｅｎtｓ’ ａｇｅ ｗａｓ lo ｗｅr in t ｈｅ ＡＨＲ r ｅｍｉtted 9r ｏｕp ， th

e 1091 ｓtjc re9 「ｅｓｓｉｏｎ tｅｓt ｓho ｗed it ｗａｓ ｎｏt ａ ｓtａtiｓtically ｓignificant ｆａｃtｏr. Ｔｈｅrｅ ｗ ｅre no

differ ｅｎｃｅｓ in t ｈｅ ｉｎｃｉｄｅｎｃｅ ｏｆ ａ ｐrｅｖioｕｓ ｓmoking hi ｓtｏry ，lat ｅｎt period ｓ，the t ｏtａｌ ｌｇＥ ｃ

ｏｎｃｅｎtrａtｉｏｎ，ａｎｄ the pr ｅｓｅｎｃｅ ｏｆ ｓpeciiic 19E t ｏ Ｒ Ｄｓ bet ｗｅｅｎ t ｈｅ ＡＨ Ｒ r ｅｍｉttｅｄ ａｎｄ ｎｏ

ｎ-rｅｍｉtted 9r ｏｕp ｓ. Ｅａrly diagno ｓiｓ ａｓｓｏｃｉａted ｗith a ｖｏｉｄａｎｃｅ ｉｓ tｈｅ ｍ ｏｓt import ａｎt ｆａｃtｏr

in det ｅrmining the pr ０９ｎｏｓiｓ ｏｆ Ｒ Ｄ-Ｏ Ａ. Long t ｅrｍ ｍｏｎｉtｏrｉｎｇ ｍａy be r ｅq ｕirｅｄ ｉｎ ｏrder t

ｏ ｅｓtｊｍａtｅ ｅｘtｅｎt of per ｍａｎｅｎt impair ｍｅｎt ｉｎ Ｒ Ｄ-ＯＡ ｐａｌｉｅｎtｓ.

Spider mit ｅｓ ｓｕｃｈ ａｓ citrｕｓ red mit ｅ ａｎｄ t ｗｏ ｓpotted mit ｅｓ ａrｅ ｎｅｗly identiiied import ａｎt

ｉｎｈａｌａｎt aller ｇｅｎｓ ａｍｏｎｇ ｆａrｍｅrｓ ｗｈｏ ｅｓpecially do far ｍ ｗｏrk ｓ in ｓpecial plant ｓ y ａrd ｓ ｓ

ｕｃｈ ａｓ citr ｏｎ， ０rａｎｇｅ，ａｐｐｌｅ ａｎｄ ｐｅａr trｅｅｓ. Ｎｏｎ-farming ｓｕbject ｓ ｗho li ｖｅ ｊｎ ｅｎｄｅｍｉｃ ａr

ｅａｓ ａrｅ ｓｅｎｓitiｚed al ｓ０. Ｔｈｅ ｓpider mit ｅｓ ha ｖｅ their ｏｗｎ ｓpecilic aller ｇｅｎｓ ａｎｄ ｃrｏｓｓ-rｅａ

ｃtiｖｅ ａｌｌｅrｇｅｎｓ ｗith ho ｕｓe d ｕｓt mit ｅｓ.

T ｈｅ ｃｏｎtin ｕｏｕｓ r ｅｓｅａrｃｈｅｓ ｏｆ ＯＡ ｓho ｕld be carried o ｕt for ｅａrly diagno ｓiｓ， ｅｆｆｅｃtiｖｅ tr ｅａt

ｍ ｅｎt，pr ｅｖｅｎtiｖｅ ｍｅａｓｕrｅｓ of f ｕrtherde ｖｅｌｏｐｍ ｅｎt ｏｆ ＯＡ ｉｎ the ｓａｍｅ ｆａｃtｏrie ｓ. ＶＶｅ ａｌｓｏ

ｈａｖｅ t ｏ ｄｏ　 ｃｏｎtjn ｕｏｕｓ ｗｏrk ｓ tｏ ｆｉｎｄ ｎｅｗ ｓｅｎｓitiｚｉｎｇ ａｇｅｎtｓ in job ｓ ａｎｄ t ｏ ｅｓtabli ｓh it ｓ

pat ｈｏｇｅｎｉｃ ｍ ｅｃｈａｎｉｓｍ.

－5 －
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ＰＥＲＳＯＮＡＬ ＤＡＴＡ

C ＵＲＲIＣＵＬＵIVI ＶIＴＡＥ

N Ａ Ｍ Ｅ　　　　　　　　　　: Ｃ Ｈ ＥＩＮ- Ｓ Ｏ Ｏ Ｈ Ｏ Ｎ Ｇ

Ｄ Ａ Ｔ Ｅ Ａ Ｎ Ｄ Ｂ ＩＲ Ｔ Ｈ ＰＬＡ Ｃ Ｅ　: Ｏ ｃt ｏｂｅｒ　20
，1947

（ Ｋ Ｏ Ｒ Ｅ Ａ ）

Ｎ ＡＴ ＩＯ Ｎ Ａ ＬＩＴ Ｙ　　　　　　　　　　: Ｋ ｏｒｅａｎ

ＳＴ ＡＴ Ｕ Ｓ　　　　　　　　　　: Ｍ ａｒrｉｅｄ
，
Ｙ ｏｎ ｇ Ｓｏｏｎ （ Ｋｉｍ ） Ｈ ｏｎ ｇ

Ｃ Ｈ ＩＬ Ｄ Ｒ Ｅ Ｎ　　　　　　　　　　　　: Ｓｕ ｎｇ Ｐｉｌ （ Ｎ ｏｖ.20 ，1973 ）

Ｓｕ ｎｇ Ｈ ｏ （ Ｄ ｅｃ.20 ，1975 ）

Ｐ Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ Ｄ Ｄ ＲＥ ＳＳ

Ｄｉｖisｉｏｎ ｏｆ Ａ １１ｅrg ｙ ａｎｄ ｌｍ ｍｕｎｏＩｏｇy ， Ｄ ｅｐａｒtｍ ｅｎt of lnt ｅｍ ■ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ

Ｙ ｏｎｓｅｉ Ｕ ｎｉｖｅｒｓitｙ Ｃｏｌｌｅｇｅ ｏｆ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ， Ｃ.Ｐ.０. Ｂ ｏｘ 8044 ， Ｓｅｏｕl， Ｋ ｏrｅａ

Ｔｅｌ: 82-2-361-5411　/5421 ， Fa ｘ: 82-2-393-6884

E-14ail: ｃｓhong ＠ ｙｕｍ ｃ.ｙｏｎsei. ａｃ.kr

Ｄ ＥＧ ＲＥ ＥＳ

Ｍ. Ｄ.　　　: 1971　Yon ｓｅｉ Ｕｎｉｖｅrｓitｙ Ｃｏｌｌｅｇｅ ｏｆ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ， Ｓｅｏｕl， Ｋ ｏrｅａ

Ｐｈ.Ｄ.　　　: 1985　Yon ｓｅｉ Ｕｎｉｖｅrｓitｙ Ｇrａｄｕａtｅ Ｓｃｈｏｏｌ， Ｓｅｏｕl， Ｋｏｒｓｌ

Ｐｏｓt-Ｇ ｒａｄｕａtｅ Ｅｄｕｃａtｉｏｎ

ｌｎtｅｍ ｓhip : Ｍ ａｒ. 1971 － Ｆｅｂ. 1972 ，Ｓｅｖｅｒａｎｃｅ Ｈ ｏｓpital， Ｙｏｎsｅｉ Ｕ ｎｉｖｅrｓitｙ

ＣｏＵｅｇｅ ｏｆ Ｍ ｅｄｉｄ ｎｅ，ＳｅｏｕI ，Ｋ Ｏｒｅａ

R ｅｓｉｄｅｎt : Ｍ ａｒ. 1972 － Ｆｅｂ. 1976 ，Ｄｅｐａrtｍｅｎt of lnt ｅｍａｌ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ

Ｓｅｖｅｒａｎｃｅ Ｈ ｏｓpital ， Ｙｏｎｓｅｉ Ｕ ｎｉｖｅｒｓitｙ ＣｏＵｅｇｅ ｏf Ｍ ｅｄiｃiｎ

ｅ

Milit ａｒｙ Ｓｕrｇｅｏｎ ｏｆ ＲｅＰｕblic of Ko ｒｅａ ， Ｍ 司ｏr : 1976 － 1979

FeUo ｗｓhip : Ｍ ａｒ. 1981 － Jｕl. 1981 ， ＤｅＰａrtｍｅｎt ｏｆ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ ａｎｄ Ｃｌｉｎｉｃａｌ

ｌｍ ｍ ｕｎｏ１０ｇｙ Ｄ ｏｋｋｙｏ Ｕ ｎｉｖｅｒｓitｙ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ ， Ｍｉｂｕ ，

Ｊａｐａｎ

Ｆｅｌｌｏｗｓｈｉｐ : Ｎ ｏｖ. 1982 － Ｆｅｂ. 1984 ，lnｓtitｕtｅ ｏｆ Ｃｌｉｎｉｃａｌ ｌｍ ｍｕｎｏｌｏｇｙ，

ln ｓeIｓpital ，Ｕ ｎｉｖｅｒsitｙ ｏｆ Ｂｅｒｎ ， Ｂｅｒｎ ， Ｓｗit ｚｅｒlａｎ ｄ

P ｏｓitiｏｎ Ｈ ｅlｄ

I“ ｓtｍ ｃtｏら Ｄ ｅｐａrt ｍ ｅｎt of lnt ｅｍ ａｌ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ， Ｙ ｏｎｓｅｉ Ｕ ｎｉｖｅrsity　 Ｃ０１１ｅｇｅ ｏｆ

Ｍ ｅ ｄｉｃｉｎ ｅ ， Ｓｅｏｕl ， Ｋ ｏrea　1979 － 1981

A ｓｓistallt Ｐｒofb ｓsｏr， Ｄｅｐａrtｍ ｅｎt of lnt ｅｍ ａｌ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ， Ｙｏｎsｅｉ Ｕ ｎｉｖｅrsitｙ

Ｃ ｏＵｅｇｅ ｏｆ Ｍ ｅｄｉｄ ｎｅ，Ｓｅｏｕl ，Ｋ ｏｒea 1981 － 1986
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Ａ ｓsｏｃｉａtｅ Ｐrｏｆｅssｏr， Ｄ ｅｐａrtｍｅｎt of lnt ｅｍ ａｌ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ， Ｙｏｎsｅｉ Ｕｉｎｖｅrsitｙ
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Pr ｏｆｅssｏr， Diｖisｉｏｎ ｏｆ Ａ１１ｅrgy ａｎｄ ｌｍ ｍｕｎｏｌｏｇy　 Ｄ ｅｐａrtｍｅｎt of lnt ｅｍ ａｌ Ｍ ｅｄｉｃｉ

ｎｅ Ｙ ＯｎＳｅｉ Ｕ ｉｎｖｅrSit ｙ Ｃ ＯＵｅｇｅ Ｏｆ Ｍ ｅｄｉＣｉｎｅ， ＳｅＯＵＩ， Ｋ Ｏｒｅａ ，19

92 － ｐｒｅＳｅｎt

Ａｓsｏｃｉａtｅ Ｄｅａｎ， Stｕｄｅｎtｓ’ Amlir ｏｆ Ｙ ｏｎｓｅｉ Ｕｎｉｖｅrsitｙ Ｃｏｌｌｅｇｅ ｏｆ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ:

Ａｕg 1996-J ｕly 2000

Vice S ｕPeｒintｅｎｄｅｎt of Se ｖｅrａｎｃｅ Ｈ ｏｓpitａｌ ｏｆ Ｙｏｎsｅｉ Ｕ ｎｉｖｅrｓity ＣｏＩｌｅｇｅ ｏｆ Ｍ ｅ

ｄｉｃｉｎｅ
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職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

シンポジウム1

◇シンポジウム　1－1

｢職業・環境に起因する皮膚障害｣

職業・環境に起因する皮膚障害
はじめに

○早川律子（名大環境皮膚科）

れている。
今回のシンポジウムは症例を経験された４人の演者にこ

れまでの研究成果と問題解決対策について講演して頂く
ことを目的に計画しました。

８
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◇シンポジウム　1－2

フッ化水素酸による化学熱傷とその治療

職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

○大圃詩子、原　弘之、鈴木啓之（日本大学医学部皮膚科）

フッ化水素酸による化学熱傷は、迅速かつ適切な処置を行わないと、長時間に

わたり組織障害が進行し、骨にまで達する深い潰瘍や壊死をきたす。 さらに曝

露範囲が広いと経皮吸収により致死的な全身障害をきたす場合もある。

当教室ではフッ化水素酸による化学熱傷６例を経験したので、まとめて報告す

る。自験例６例はすべて外壁タイル掃除の際の受傷で、手袋の破損に気付かず

作業を続けていたことによる職業性曝露である。６例中５例は男性で、年齢は

20 歳代が４例、40 歳代が２例であった。受傷部位は全例手指で、１例は前腕

にも及んでいた。治療は、５ 例は早期に抜爪を施行し、３例はグルコン酸 Ｃａ

の皮下注射施行した。そのうちの１例は４％グルコン酸 Ｃａ ゲルの外用も併用

した。　３例は同外用のみ施行した。その結果、全例とも高度の変形による機能

障害もなく治癒し得た。

フッ化水素酸による化学熱傷の多くは職業性曝露であるが、最近はインターネ

ットの普及により、個人でも簡単に木材のアク洗い用等のフッ化水素酸入りの

洗剤を購入できるようになり、今後は受傷者が増加する可能性がある。受傷し

た患者は救急外来を受診することが多いため、皮膚科医だけでなく他科の医師

も産業現場や医療現場でのフッ化水素酸による化学熱傷の取り扱いにつき、充

分習熟しておく必要がある。
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職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

◇シンポジウム　1－3

手袋による職業性皮膚炎

○杉浦真理子　早川律子（名古屋大学医学部環境皮膚科）

医療従事者、工場作業者、美容師、清掃業に携わる者は、作業時に手を防護

する目的で、ゴム手袋、塩化ビニル手袋、綿手袋などを使用している。保護手

袋による職業性皮膚炎には、接触尋麻疹と接触皮膚炎（刺激性、アレルギー性）

がある。原因を特定するために、皮疹発症時期、皮疹の分布、保護手袋の種類、

使用状況を詳しく問診し皮膚試験を施行する。皮膚試験方法は、ブリックテス

ト、スクラッチテスト、20 分スクラッチパッチテスト、48 時間クローズドパッ

チテスト、使用テストがある。束り激反応（刺激性接触皮膚炎）は、48 時間クロ

ーズドパッチテスト、使用テストにより原因検索を行う。即時型反応（接触尊

麻疹）はブリックテスト、スクラッチテスト、20 分スクラッチパッチテスト、

使用テストにより原因検索を行う。遅延型反応（アレルギー性接触皮膚炎）は、

48 時間クローズドパッチテストにより原因検索を行う。ゴム手袋による皮膚炎

の原因は、製品の刺激性接触皮膚炎、ラテックス蛋白の接触奪麻疹、アレルギ

ー性接触皮膚炎、加硫促進剤のアレルギー性接触皮膚炎がある。製品の刺激性

接触皮膚炎は48 時間クローズドパッチテストで、製品に刺激反応を呈する。ラ

テックス蛋白の接触尊麻疹は、ゴム手袋抽出液、ラテックスシート抽出液のブ

リックテストで陽性反応を呈する。ラテックス蛋白のアレルギー性接触皮膚炎

は、48 時間クローズドパッチテストで、製品、ラテックスシートに陽性反応を

呈する。塩化ビニル手袋の皮膚炎の原因は、製品の刺激性接触皮膚炎、可塑剤

の接触辱麻疹、アレルギー性接触皮膚炎がある。製品の刺激性接触皮膚炎は48

時間クローズドパッチテストで、製品に刺激反応を呈する。可塑剤の接触尊麻

疹は製品と製品から分析して得られた成分のブリックテストで陽性反応を呈す

る。可塑剤のアレルギー性接触皮膚炎は48 時間クローズドパッチテストで製品

に陽性反応を呈し、さらに製品から分析して得られた成分に陽性反応を呈する。
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◇シンポジウム　1－4

職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

畜産に起因する皮膚障害

○三好逸男（鹿児島市立病院皮膚科）

谷　暁子，内野　ゆり，神崎　保（鹿児島大学皮膚科）

農業・畜産に起因する皮膚疾患の報告は本邦では非常に少なく，従事者は

もとより医療･行政関係者からもそれほど重視されていないように思われる．

しかし当県のように農業・畜産従事者が多い地域においては，使用される農

薬・肥料・飼料による皮膚障害を日常診療で経験することは稀ではない．こ

こでは，我々が経験した豚飼料によるアレルギー性接触皮膚炎，農薬による

光アレルギー性接触皮膚炎の症例について文献的考察を加えて報告し，農

業・畜産関係者にみられる皮膚障害は，患者の病識不足や医療側の認識不足

から原因の追及がなされないまま，漫然と対症的治療が行われている場合が

少なからずあることを指摘したい．併せて農薬・肥料・飼料などに含有され

る化学物質などによる皮膚障害について，農業・畜産関係者及び医療・行政

関係者への啓蒙活動の必要性も言及したい．
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職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

◇シンポジウム　1－5

染料によるアレルギー性皮膚炎一化学構造と感作性の関連についてー

○佐々木和実（独立行政法人製品評価技術基盤機構）

衣料 品の着 用 によるア レル ギー性接触皮膚炎 の報告 の中で染 料に よると考え

られ る事例 が散見 され てい る。 特徴は、濃色 に染色 された下着 、ブ ラウス、ス

ラックス の着用 部位に一致 して発症す る。これ らは、ポリエ ステル、ナイロン、

アセテ ートを 染色す る分散 染料 が原 因と され てる。 分 散染料は 、化 学構造 から

大別す るとア ント ラキノ ン系 と アソ系に分け ることがで きる。発 症事例 の多 く

は、パ ッチテ ストによ り、アソ系分散染料 の Ｃ.I.Ｄ≒)elｓｅ Ｂｌｕe 106 、Ｃ.I.Dispersｅ

Ｂｌｕe　124 が 陽性 とな り、ＰＰＤ と交叉反応す るとい われてい る。 また、 写真 用現

像 液に含 まれて いるア ミン系 の発 色剤 と化 学構 造が類似す るこ とから、これ ら

の物質 との交叉反応 も報告 されてい る。 Ｃ.I.Dispelｓｅ Ｂｌｕe 124 の感作性 は、 不純

物 とし て含 まれ る Ｃ.I.Disperｓｅ Ｂｌｕe 106 に よるも のとされ ていたが、近年 の調 査

で Ｃ.I.Dispersｅ Ｂｌｕe 124 にも強 い感 作性があ るこ とが報告 された。 我が 国で 分散

染 料で発症 した 事例の含 まれ てい た分 散染料の化 学構造 とパッチテ スト結果 を

検討 した ところ 、特定 の化 学構 造 を持 つ分散染料 が特異的 に陽性反応 を示し て

い るこ とが 見い 出された。 こ の化 学構 造的特徴 は、アソ系分 散染料 のアミン誘

導体部 にア セト キシェ チル基 を導入 したも のであった。 Ｃ.I.Dispelｓe Blｕe 124 も

アセ トキシェ チル基を有 す るアソ系分 散染料であ る。 Ｃ.I.Dispersｅ　Ｂｌｕe　106 、

Ｃ.I.Disperse Blｕe 124 は 、主に欧州 で用 いられた染料であ り、我 が国ではほ とん

ど用い られた こ とが なく、感 作 源 とし ては疑問が ある。 特定 の化学構 造を有す

る分散染料全 体が感 作源 となってい ることが考えられ、Ｃ.I.Disperse Bhle 106 、

Ｃ.I.Dispelｓｅ Ｂｌｕe 124 の 陽性 反応 は、特定の化 学構造を有す る分 散染料を代表し

た陽性反応 として見えてい るもの と思われ る。

12
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職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

シンポジウム2　「過敏性肺臓炎一最近の知見」

◇シンポジウム　2－1

過敏性肺臓炎一最近の知見 “農夫肺”

○南須原康行（北海道大学医学部第一内科）

過敏性 肺臓炎 は、外因性 アレル ギー性胞隔炎 ともよばれ、 抗原 吸入を繰 り返

す ことによ り感作 が成 立し、Ⅲ型 、Ⅳ 型アレル ギーの機序に よりび まん性 肉芽

腫 性間質性 肺炎 を発 症す るも のであ る。Ｃａｍｂｅｎ らの報 告には じま る農夫 肺

（ｆａｍｅｒ’s lｕng ）は牧 草に生えた好熱 性放線菌 （カビ） を吸入す ることに より

経気道的 に感 作されて発症する過敏性 肺臓炎 の代表的 疾患で ある。 わが国で は

北海道、東 北に多い。

北海道 大学医学部 第一 内科では、昭和53 年 より、幌延 町 を中心にした北海

道北部 の酪 農地区お ける農夫 肺 検診な らびにそ の疫学 調査を行っ てきた （平成

12 年に終了 ）。 酪農従 事者への疾患 の教育お よび発症予防を 中心に取り組 んで

きたが、そ の中で、 天候 とカビ発生 の関係、農夫肺 と喫煙 の 関係 、酪 農従事 者

の気道過敏性 、農夫肺 と ＫＬ-6 など、 さま ざま な検討 を行い 発表 してきた。 検

診 により成 しえた発症 の予防に対する成 績 と当科で行っ た臨床研 究を中心 に発

表す る。ま た、最近 の知見 につい ても、他施設 からのデ ータを含 めｒｅｖieｗ す る。

－13



職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

◇シンポジウム　2－2

農 夫 肺 を 発 症 し た者 と無 症候 酪 農家 の長 期観 察 例の 検 討

岩 手 医 科 大 学 第 三 内 科 ：毛利 孝

農 夫 肺 の 長 期 予 後 を 知 る 目的 で 、農 夫肺 を 発 症 し た者 と無 症 候 酪 農 従 事 者 の

追 跡 調 査 を 行 い 胸 部CT 、 沈 降 抗 体 、BAL を 検 討 した。

1、 急 性 の 農 夫 肺 を 発 症 し た者 の 追跡 調 査。

対 象 ：厚 生 省 の 過敏 性肺 炎 診 断 基 準 を満 たす 者 ６ 例 。 全 例 発 症 時 は 治 療 に よっ

て 改 善 し 、 当 初 よ り 慢 性 型 であ っ た と 考 え られ る例 は含 ま れ な い 。 発 症 時 の年

齢56.2 才 、 追跡 調 査 時 の年 齢 平均70.2 才 、 平 均14.8 年 経 過 し てい る。 全 例

と も酪 農 作 業 を 継 続 して い た。 喫煙 嗜 好 は 全 例 なか っ た。

結 果 ：６ 例 全 例 に 気 腫 化 あ るい は 、 小 嚢 胞 形 成 、並 び に 小 結 節 陰影 、粒 状 陰 影

等 の 異 常 を 認 め た。１例 には 胸 膜 直 下の ｈｏｎｅyｃｏｍｂｉｎｇ を認 め た。

2、 無 症 候 酪農 従 事 者 の 追 跡調 査。

対 象 ： 酪 農 従 事 者 の う ち 無 症 候 で 胸 部X-P の 異 常 な い も の の 、

乃ｅｎ ｏａｄ 仙ｏｇｙｃｅｓ ｖｕなａｒjｓ ま た は Ｓａｃ涌ａｒ叩ｏ行印ｏｒａ ｒｅｄｊｙjｒｇｕja に 対

す る血 清 沈 降 抗 体 陽 性 の 検 出 さ れ た28 例 と、 無 症 候 で胸 部X-P の 異 常 もな く

血 清 沈 降 抗 体 陰性 で あ っ た17 例 。 最 初 の検 診 か ら10 年 異 常 経 過 し てい る。

結 果 ：抗 体 陽 性 の無 症 候 者 で は28 例 中19 例 に 胸 部CT 上 粒 状 網 状 陰影 、気 腫

化 の 異 常 所 見 を 認 め た 。 抗 体 陰 性 の酪 農 従 事者 で は17 例 中 ２ 例 に微 細 網 状 陰

影 、３ 例 に 微 細 結節 陰 影 を認 め た。 フ ィ ッシ ャ ー の 直接 確 率 計 算 法 でp ＝0.0161

で 有 意 に 抗 体 陽性 で あっ た 者 に 異 常 所 見 が多 く見 ら れ た。

抗 体 陽 性 の無 症 候者 ８ 例 のBAL で は 正 常 と比較 して 細 胞数 の増 加 は ない が リ ン

パ球 比 率 が 平 均22.1 ％ に 上 昇 して い た。

結 論 ：農 夫 肺 を 発 症 し た者 と 抗 体 陽 性 の無 症 候 者 は 、感 作 さ れ て い な い も の と

異 な り 、 環 境 暴 露 が 続 く と 、 潜 在 的 に胞 隔 炎 が 持続 す る こ とが 示 唆 され 、肺 の

線 維 化 の危 険 を伴 うと考 え られ た 。
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◇シンポジウム　2－3

職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

ブナシメジによる過敏性肺臓炎

○津島健司、藤本圭作、若松俊秀、安尾将法、久保恵嗣 （信州大学呼吸器・

感染症内科）

長 野県 は 寒 冷 で あ るた め キ ノコ の室 内 栽 培 に 適 し 、そ の消 費 需 要 は 増 加 し 、生

産 量 は 全 国 の60 ％ を 占め 、 そ れ に対 応 す る た め 室 内 で 大 量 に 栽 培 す る 工 場 や

自 営 農 家 が 多 く み られ る 。 こ の 自営 崔 事 者 の 中 に、 軽 微な 呼 吸 器 症 状 を 有 し 、

胸 部 Ｘ 線 写 真 上 ス リ ガ ラ ス 陰 影(ＧＧＯ) 、胸 部 ＣＴ 上 。両 側 び ま ん性 に 小 葉 中 心

性 の 小 結 節 影 を伴 う ＧＧＯ を 認 め、ブ ナ シ メ ジ に よ る 過 敏 性 肺 臓 炎( ＨＰ)と 考 え

られ る 症 例 を10 例 認 め た。 臨床 的 特 徴 を 明 ら か にす る た め に 血 液 検 査 、 胸 部

ＣＴ、 肺 機 能 検 査 お よ び 気 管 支 鏡 を 施 行 し 、 そ の 診断 方 法 を 確 立 し た。 診 断 の

一 助 とし て ブ ナ シ メ ジ に よ る リ ン パ 球 増 殖 試 験(ＬＳＴ)を 施 行 し た。 個 々 の 症 例

の 治療 法 につ き 血 液 検 査 結果 、 胸 部 ＣＴ、 肺 機 能 検 査 、 気 管 支 鏡検 査 な ど に よ

り 治療 効 果 の検 討 を 加え た｡ 患 者 の病 態 の程 度 と 継 続 の 有 無 か ら治 療 法 と し て

は 、仕 事 を や め る( 抗 原 隔 離) 、N95 防 塵 マ ス ク 着 用 の ま ま従 事 、N95 防 塵 マ ス

ク 着 用し 、プ レ ド ニ ソ ロ ン(0.5mg/kg) 内 服 し 従 事 に 分 け た 。ブ ナ シ メジ 栽 培 従

業 員 の 実 際 の 発 症 頻 度 とs ｃｒｅｅｎｉｎｇと し て 有 用 な マ ー カ ー の検 討 を114 名 の 栽

培 従業 者 を 用 い て 検 討 し 、114 名 を“ｏｍｃｅｒ'≒ “ｐｉｃｋｅｒ/ｐａｃｋｅｒ ｗitｈ ｍａsk'≒

“ｗitho ｕt ｍａｓk"の ３ 群 に 分 け､ 末 梢 血 白 血 球 数､ 赤 沈 、血清 ＫＬ-6,SP- Ａ,SP･ Ｄ

お よ び ブ ナ シメ ジ によ る ＬＳＴ を測 定 し た 。ＨＰ 発 症 患 者 の 検 討か ら ＬＳＴ 値

400 ％以 上 な い し は血 清 ＫＬ-6 500 U/ml 以 上 を示 し た23 名 は 発 症 の 可 能 性 が

あ るた め 確 定 診 断 目的 に胸 部 ＣＴ、 精 丿 肺 機 能 、 気 管 支 鏡 さ ら に 誘 発 喀痰 採 取

を施 行 し た｡ ４ 名 にブ ナ シ メ ジ によ る ＨＰ を 認 め た 。ＬＳＴ 値､ 血 清 ＫＬ-6､SP- Ｄ

の ｃｏｍｂｉｎａtｉｏｎ ａｓｓａｙ は ｓｃｒｅｅｎｉｎｇの 有 用な マ ー カ ー と 考 え ら れ た。 また 、自

覚症 状 を 有 す る 従 事 者 す べ て にsmall ai ｒｗａｙ に 気 道 炎 症 を 認 め た 。
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職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

◇シンポジウム　2－4

慢性鳥飼病の臨床

○ 稲瀬直彦、吉潭靖之（東京医科歯科大学呼吸器内科）

【病型】 鳥飼病 （birｄ ｆａｎｃｉｅｒ’s lｕｎｇ、ＢＦＬ）は鳥抗原 が原 因となる過 敏性

肺炎 であり発 症様式か ら急性 と慢性 に、 さらに慢性鳥飼 病は再 燃症状 軽減型

（ｒｅｃｕｒrｅｎt ＢＦＬ）と潜在性発症型 （insidioｕs ＢＦＬ）に亜 分類される。再燃

症状軽減型 は鳩な ど多 数 の鳥 飼育 を、潜在性発症型 はイ ンコな ど少数 の鳥飼

育や羽毛 ふとん使用、庭で の野鳥による曝露などを背景に発 症す る。【診断】

慢性鳥飼病 の診断 には慢性 に経 過す る肺線維化に 加えて免疫 学的な 裏付けが

必要である。抗鳩 糞抽 出物 （ＰＤＥ）抗体 陽性率 は再燃 症状 軽減型で87 ％だが

潜在性発症 型で は35 ％である。 一方鳩血清添加末梢血リ ンパ球増殖試験 は両

病型において 陽性率90 ％以上で あり、また ＰＤＥ 吸入誘 発試験は 特に急 性エ

ピソード のない潜在 性発症型で は必須 の検 査であ る。【画像所見 】胸部 Ｘ 線

では 陰影 の分布が上肺 野を含む全 肺野にお よび、ＨＲＣＴ で は気管支 血管 束周

囲性 に蜂 巣肺 、スリガ ラス影 を認め ることが特徴的であ る。蜂 巣肺 は再 燃症

状 軽減型よ り潜在性発症型で顕 著である。【間接曝露】直接 の鳥飼育 の他 に隣

家の鳥飼育 、鳩が群 棲する公 園で の清掃、鶏糞肥料 の使用、 羽毛ふ とん使用

などが慢性 鳥飼病 の原因 となる。羽 毛ふと んによ る鳥 飼病 （羽毛ふ とん肺、

ｆｅａtｈｅr dｕｖｅt lｕｎｇ） の中で、羽毛ふ とん製造工場 での縫製 作業 により急性

発症した症 例も経験し た。【特発性肺線維 症 （ＩＰＦ）と の鑑 別】潜 在性発症型

と診 断された20 例のうち12 例が他施設でＩＰＦ と診断さ れていた。発症当初

の ＶＡＴＳ では ＵＩＰ と小葉中心性の線維化 を認めたが、剖検時に ＵＩＰ だけ の

症例を経験した。 潜在性発症型 の高度進展例は組織像からも ＩＰＦ/ＵＩＰ と鑑別

が困難であ る。【他の慢性過敏 性肺炎 】慢性鳥 飼病の他に夏型過敏性 肺炎と塗

装工肺（イ ソシアネートによる過敏性肺炎）において慢性化 症例を経験した。
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◇シンポジウム　2－5

職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

低分子化学物質による過敏性肺炎

O土橋邦生

群馬大学　第一内科

過敏性肺炎 は、農夫肺 （M.ｆａｅｎｉ など）や 鳥飼病 （鳥類 蛋白質）

などのよ うに職業性環境 中の抗原 が原 因となり発 症す る症例が多く、

種々の抗原 がその原因 となってい る。 また 日本にお け る代表的 な夏型

過敏性肺炎 ではTｒichoｓｐｏｒｏｎが原因で あり、そ のほかの真菌類 も抗原

となってい る。いずれにして も、従来 は、真菌や 動物蛋 白などの高分

子蛋白質 が抗原 となってい るこ とがほとんどで あっ た。　しかし、近年

産業構造の 高度化に より、 とくに職場 において 種々の化学物 質に暴露

され る機会 が増え るに従い、過敏性肺炎 の原因 として これ ら化 学物 質

を考慮にいれ る必要 が生じてきた。 従来報告 され たもので も、エ ポキ

シ樹脂製造者 における無水フタル酸、プ ラスチ ック製 造者の無水 トリ

メ リ酸、ポリ ウレタン樹脂製造業 のイ ソシアン酸トルエ ン（TDI ）など

いくつかの物質が報告されてい る。

今回は、我 々の経験した症例 をくわえ、化学物質 によ る過敏性肺

炎につ き概説する。
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◇一般演題　１

一 一

職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

老健での介護業務中に起きたアナフィラキシー・ショックの１例

○ 笛木真、笛木直人、牧野荘平（上武呼吸器科内科病院）

【症例】25 才、女性、介護老人保健施設職員、介護福祉士

【既往歴】12 才よりスギ花粉症。 1998年２月じんま疹。 26日後に突然の鼻水、目

の蝉み、呼吸困難感。 1999年 ５月宴会後、全身にじんま疹と鼻水、呼吸困難感出

現。2000 年７月入浴後オレンジジュース飲用30 分後にアナフィラキシー症状。

【職業歴】1996 年５月より老健にて介護福祉士として勤務

【現病歴】1999 年８月、午前9:30 頃からの介護業務中、全身にじんま疹出現、

鼻閉を伴う。朝食はうどん、サケ、モモ、タマゴ。強ミノファーゲンＣ、ハイドロ

コーチゾン点滴静注、抗ヒスタミン薬内服で改善。 2000年４月20 日午前10 時頃、

仕事を始めて30 分後、鼻水、目の岸み、呼吸困難感、顔面浮腫出現。 朝食は米飯、

みそ汁、リンゴ。前夜スパゲティー。前回同様の治療で改善。 2000年５月29 日、

午後2:30 分頃、入所者20 名ほどを車イスに乗せてホールに集めた。 15分後にく

しゃみ、鼻水、のどの腫脹感、目の摩み、口唇腫脹、顔面紅潮、全身の熱感、摩み、

じんま疹出現。ボスミン筋注、ハイドロコーチゾン点滴静注、ケトチフェン内服で

改善。昼食は米飯、野菜いため、ベーコン、シュークリーム。 2000年12 月15 日、

午前11 時ごろシーツ交換中に眼瞼掻岸感、発赤。朝はナシ摂取。

【検査結果】スクラッチテスト陽性アレルゲン：ＨＤ、ダユ、スギ、小麦、モモ、

オレンジ、リンゴ、イチゴ。陰性アレルゲン：ナシ、キウイ、バナナ。Ｃ４　２１.１

ｍｇ／dL 、lgE 200r Ｕ／ｍＬ

【まとめ】スギ花粉症、多様な食品アナフィラキシーをもつ患者が、老健での作業

中にアナフィラキシー症状をきたした。老健での比較的重い身体的労作は運動誘発

性アナフィラキシーを惹起したものと考えられる。

21



職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

◇一般演題　２

動物飼育従業者にみられた職業アレルギーの1例

○高本公（高本医院）

【症例】17 歳　 男性

【既往歴 】 アレルギー 性 鼻炎

【家族歴 】 父が気管支喘 息

【職業歴 】動 物飼育に従 事

【現病歴 】 １４歳 の平成 ９年 ４月より遊 園地 内の動物飼 育 に週 ２日 （土 、 日）

従事した ．作 業内容は多 種類 の動物たち の飼育、手入 れ、掃除な どで あっ た．

就業約 １年 ６ヶ月経っ てか ら、鼻炎 症 状が起 こり、更 に ６ヶ 月後 に皮 膚 露

出部に皮 膚炎 と、結膜炎 症状 が出現し 始 めていた ので、 治療 を受けなが ら作

業 はつづ けて いた．そし て作業休 止期間 の月曜 日か ら金 曜 日にかけて症 状 は

軽くな り 、作業 を行う土 曜 日、 日曜 日に 症状が悪化する ようだと訴えた ．

更 に１ 年経って平 成１ ２年 の７月３ ０日に気管支喘息 発作が起こった ので、

当院受診 し た.

【データ 】秘Ｅ ＲＩＳＴは８ ０ ８１Ｕ ／ｍ１と高値で あり、以Ｅ ＲＡＳＴで は小麦 粉、

カモガヤ はク ラス５．ト ウモロコシ、 ス ギはクラス４， ウマ皮膚、イヌ 皮膚、

ブタ クサ はク ラス ３、ヤ ケヒ ョウヒダニ 、 ハウスダスは トク ラス２に陽 性 を

示し、ウ シ皮膚、ヤ ギ上 皮はク ラス １の疑 陽性であった ．

【まとめ 】 本症例 はアレ ル ギー素因を もった若 年者が動 物飼育に従事し たこ

とにより 、給 飼 （穀粉） や手 入れ （動物 皮膚、 上皮）の 作業や、作業環 境

（花粉類 ） にて多 種類 の抗原 に感 作され て発症し た職業 アレルギーと診断 さ

れた ので 、作 業をやめさ せた ところ諸症 状 は寛 解し た．
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◇一般演題　３

職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

最近経験した職業喘息の６症例

○須甲松伸（東京芸術大学保健管理センター）、

佐野靖之（同愛記念病院アレルギー呼吸器科）

症例を示す。

症　例 Ｆ　 Ｋ Ｓ　Ｔ Ａ　 Ｍ Ｍ　 Ｊ Ｍ　 Ｎ Ｓ　 Ｓ

性　別 女　性 女　性 男　 性 男　 性 男　性 男　性

年　齢 31 歳 32 歳 34 歳 40 歳 52 歳 54 歳

職　業 人形作成 ピン作成 建築業 印刷業 建具業 板　 金

合　併 AR AR AR AR

家族歴 喘　 息 喘　 息 喘　 息

発症年 30 歳 30 歳 31 歳 22 歳 23 歳 49 歳

原　因 ウレタン ア ロ ン α ウレタン ウレタン 米スギ ウレタン

暴　 露 ２ヶ月 １ヶ月 ３年以上 ３年以上 ２年以上 ８年以上

症　 状 喘　息

鼻　炎

喘　息

皮膚炎

喘息増悪 喘　息 喘　 息 咳喘息

好酸球 ５％ ７％ ６％ ７％ ９％ 13％

lgE 462 25 1243 245 13 191

RAST ダ　 ニ、 ０ ダ　ニ ダ　ニ ０ ０

治　療 BS400 μ

抗U『

PSL FD800 μ

抗Ｌ『

FD800 μ FD400 μ FD400 μ

転　帰 軽　快 軽　快 軽　快 軽　快 軽　快 軽　快

考察：最近の職業喘息の原因は、低分子化学物質による症例が多く、

シックハウス症候群との関連について検討する必要がある。
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職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

◇一般演題　４

職業性喘息の治療とその効果一特に抗原をめぐる対応の重要性

○中村晋（大分大学前教授）

職業性喘息は単一抗原による吸入性アレルギー性喘息 の典型で、臨床上こ

の唯一の抗原をめぐってわれわれが如何 に対応すべきかの指針を得、そ の結

果としての環境対策の適否を評価する上での最も適切な 雛型でもある．演者

は1966 年くわ喘息発見以来職業性喘息42 例を診療、今回は追跡観察のでき

た26 例につき 治療効果の視点 から綜括検討する．

まず原因抗原への対応であるが素材の変更（2例）、配 置転換・転職・退

職（15 例）で抗 原と接触しない 環境が得られた計17 例では家 塵との重複感作

がある1 例を除き 全例症状消失し た．しかしその8 例が元の職場へ立ち入ると

再発症す るという．抗原の存在する環境下で従業を余儀なくされる9 例のうち

そば店主 のｃａｓｅは二重ガ ーゼマスク使用 、作業衣管理、ａ２１ａｓtｉｎｅ連用で

ｃｏｎtｒo1良好であるが、他は市販ガーゼマスク使用で作業環境改善も十分でな

く症状安定が得られず、対症薬剤使用を要している．

減感作療法はそばアレルギー（2例）ではそばの抗原性が 強烈で危険と考え

実施していない．ひかげのかずら胞子、ぶたくさ花粉、絹、くわ材、ラワン

材によるｃｓｅで有効であったが、米杉材、小麦粉、麹によるｃａsｅは無効に終わ

った．なお抗原の種類によっては有効性の見込める抗原液が準備出来な かった

り、適応でないものもあり、今後の検討がぜひ必要である．

要之、 職業性喘息の治療に際し最も重 要な点は原因抗原の確定とこれをめぐ

る対応が 最優先で実行されるべきことである．最近喘息 治療ｇｕidelineとして吸

入stｅroidを中心とする対症薬物療法ばかりが奨められる風潮にあり、原因抗原

への対応が蔑ろにされて いて、職業性喘息をｍｏｄｅｌとしてこの点への猛省を促

したい．
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◇一般演題　５

職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

Ｒｅａｃtiｖｅ Ａｉｒｗａｙs Ｄｙｓfｕｎｃtion S ｙｎｄｒｏｍｅ (ＲＡＤＳ) の ２ 症 例

○ 榊 原 博 樹 ， 茂 谷 真 一 ， 星 野多 美　 ， 磯 谷 澄 都 ， 服 部 義 信 ， 斎 藤 雄 二 ，

佐 々 木 文 彦 ， 上 平 知 子( 藤 田 保 健 衛 生 大 学　 呼 吸 器 内 科 ・ア レ ル ギ ー 科)

高 濃 度 の 刺 激 性ガ ス （ｇａs ） や 蒸 気 （ｖａｐｏr） ， 煙 霧 （fｕｍｅ） ， 煙

（s ｍ ｏｋｅ） に 暴 露 さ れ る こ と を き っ か け に し て 喘 息 が 発 症 す る こ と が あ り ，

Ｒｅａｃtiｖｅ Ａｉｒｗａｙs Ｄｙsfｕｎｃtion S ｙnd ｒｏｍｅ （ＲＡＤＳ）と 呼 ば れ る ． 低 濃 度 の

刺 激 物 質 の 反 復 吸 入 に よ っ て 誘 発 ・発 症 す る喘 息 や 既 存 喘 息 の 増 悪 を 含 む

irritａｎt-ｉｎｄｕｃｅｄ ａｓtｈｍａとは 異な る 概 念で あ り， 以 下 に 示 す よ う な 診 断 基 準

が 提 示 さ れ て い る （Ｂrｏｏｋs ＳＭ : Ｃｈｅst 88 :37 6, 1985 ）. す な わ ち ， １ ） 暴

露 前 に喘 息 様 の呼 吸 器 疾 患 が な い ． ２） 高 レ ベ ル の 暴 露 （通 常 事 故 によ る ）

を き っ かけ にし て 発 症 す る ． ３） 暴 露 は 高 レ ベ ル の 刺 激 性 ガ ス ， 蒸 気 ， 煙 霧 ，

エ ロ ソ ル ， ある いは 粉 塵 で あ る ． ４） 症 状 の 出 現 は 突 然 で 暴 露 後 数 分 か ら 数

時 間 ， 通常 ２４時 間 以 内 に は 発 生 す る ． ５ ） 臨 床 像 は 喘 息 に 類 似 す る ， す な

わ ち 絶え 間 ない 咳瞰 ， 気 管 支 刺 激 症 状 ， 喘 鳴 を と も な う ． ６ ） 肺 機 能検 査 は

正 常 ， あ る い は 可逆 性 の 閉 塞 性 障 害 が み ら れ る ． ７） メ サ コ リ ン （あ る い は

そ の 他 の 薬 剤 ） の 吸 入負 荷 試 験 で は 喘 息 と 同じ 程 度 の陽 性 所 見 （す な わ ち ８

ｍｇ/ml 以 下 ） が み ら れ る ． ８） 喘 息 に 類 似 し たそ の他 の 呼 吸 器 疾 患 が 除 外 で

き る こ と ． 以 上 を 全 て 満 た す とき にＲＡＤＳと診 断で き る ． 数 分 ～ 数 時 間 と い

う 短 時 間 の 暴 露 （多 く は 職 業 性 暴 露 や 事 故 ） をき っ か け に し て ， 暴 露 直 後 か

ら24 時 間 以 内 に 喘 息 症 状 が 発 症 す る ．ＲＡＤＳは 発 症 機 序 が 一 般 喘 息 や ア レ ル

ゲ ン の感 作 によ る 職 業 性 喘 息 とは 異 な る こ と ， 組 織 所 見 が 異 な る こ と， 副 腎

皮 質 ス テ ロ イ ド によ る 初 期 治 療が 予 後 を 決 定 す る こ と な ど か ら ， 一 般 喘 息 と

は 区 別 し て お く 必 要 が あ る. ＲＡＤＳと 思 わ れ る ２ 症 例 （76 歳 男 性 ：ベ ニ ヤ 合

材 燃 焼 時 の 煙 の 吸入 と56 歳 女 性 ：漂 白 剤 （次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム ） の吸 入 ）

を 呈 示 す る ．
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職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

◇一般演題　６

隨道工事現場でのイソシアネート暴露により急性呼吸器症状と慢性

自律神経失調症状を呈した３例

○中村陽一、三木真理、鎌田泰夫、真鍋亜希子、小倉英郎（国立高知病院臨

床研究部・アレルギー科・眼科・小児科）、吉田成二（ＪＡ高知病院内科）

【症例】４３歳、４６歳、４８歳の男性３例

【既往歴】２例目に中等度の糖尿病

【家族歴】アレルギー歴等なし

【職業歴】各々、５年間、２０年間、７年間、隨道工事に従事

【現病歴】平成14 年６月初旬、同一隨道工事現場で作業に従事する１８名の

うち上記３名が、目のチカチカ感、咽頭痛、咳瞰、呼吸困難、胸痛等の粘膜

刺激症状お よび項頚部痛、四肢しびれ感、嘔気、下痢等の自律神経失調症様

症状を訴え、数日後に当院を受診した。

【データ】現場の濃度測定と病歴より、地盤強化剤に含まれるイソシアネー

ト（ＭＤＩ）が原因と考えられた。発症初期に撮影された胸部ＣＴでは過敏

性肺炎の所見は認められなかったが、軽～中等度の低酸素血症がみられた。

ＭＤＩ－ＲＡＳＴは、１例目と２例目で陽性、気道過敏性は２例目と３例目

で充進していた。自律神経検査の異常は２例目で著明であった。

【経過】呼吸器粘膜刺激症状は比較的早期に消失したが、自律神経失調症様

症状が持続するとともに不特定の化学物質に対する過敏症の傾向もみられて

おり、外来で経過観察中である。

【まとめ】発症状況や症状、検査所見より、ＭＤＩに対するアレルギーのみ

ならず化学物質過敏症としての素因が病態に関与するものと考えられた。今

後、ＭＤＩによる皮膚反応や吸入負荷試験を予定中である。
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◇一般演題　７

職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

寝具、床などのダニ、真菌、細菌の生息実態と相互関係

○上田伸男､陳鋼､河田一気(宇都宮大学)､高岡正敏(埼玉県衛生研究所)

【目的 】宇 都宮大学に在籍してい る中国人留学生男女各10 名を対象 として、

居 室内 の寝 具、床 などのダニ、真菌、細菌を 計測 し、三者 間の関連性お よび人

の住環境、食 生活などとの相互影響 について検討を行なっ た。

【結果 】①秋 期のダニ 、細菌数は夏 期に比 べて少なかった が、真 菌数は 逆に

秋期 の方 が多 かっ た。

②住宅別 では、秋期、夏期ともダニ 、真 菌数は コンクリー ト住宅に比べ、木

造住宅 が多 かった。一方、細菌数はコン クリー ト住宅 の方が多かっ た。

③種類別 では、ダニは秋 期に13 種類 、夏 期に14 種類を検出し た。そ のうち、

チリダニが最 も多く、 六割以上を占 めた。真菌 は17 種類が検出 された。 両季

節とも Ｃｌａｄｏｓｐｏｒiｕｍが最 も多かっ た。 また 、細菌 は、一般細菌 とブ ドウ球菌

がほぼ半分を 占めた。

④ダニ、真 菌と細菌数に性差が見 られ、三者 とも男子学生 が多かっ た。

⑤階別 には、三者とも一階に住む 大が多 かった。

⑥ダニ と真菌数に正 の相関が認められた(p<0.05) 。ダニ と細菌 にも正相 関が

認 められた(ｐ<0.05) 。し かし、真菌 と細菌 には相関は見られな かっ た。

⑦質問紙調査 による換気、掃除回数な ど日常生活 につい ては、女性 がよく管

理されており、換気、掃除 の頻度 が増加 するに伴い、ダユ､ 真菌､ 細 菌の数は減

少傾向を示し た。
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◇一般演題　８

気管支喘息及びアトピー性皮膚炎における環境真菌に対する即時型皮膚

反応成績

○竹内保雄､ 斉藤明美､ 川口博史、竹内瑞枝､粒来崇博､ 東 愛、東 憲孝､ 橋本直

方､ 釣木渾尚実､ 森田園子､ 大友 守､ 森 晶夫、谷口正実､ 前田裕二、安枝 浩、

秋山一男（国立相模原病院臨床研究センター）

高島浩介（国立医薬品食品衛生研究所衛生微生物部）

【 背 景 】各 種 環 境 真 菌 が ，喘 息( ＢＡ) や ア トピ ー 性 皮 膚 炎( ＡＤ) の 病 態 に ど の 程 度 関

与 し て い る か は ，十 分 に 明 ら か に さ れ て い な い 。【 目 的 】好 積 好 乾 真 菌 を 含 む 主 要 室

内 環 境 真 菌 に 対 す る 即 時 型 皮 内 反 応 を 多 数 例 の ＢＡ と ＡＤ で 評 価 す る 。【 方 法 】1999

か ら2002 年 に 当 院 で 皮 内 テ ス ト を 施 行 し た 成 人 ＢＡ:1,318 例 と ＡＤ(BA 非 合 併):129

例 を 解 析 対 象 と し た 。 用 い た 環 境 真 菌 抗 原 は. Ｐｅｎｊｃｊｌｉｕｍ ， Ａｓｐｅｒgijj ｕｓ

応 ｍｊｇａtｕｓ， Ａｓｐｅｒgijjｕｓ ｒｅｓtｒict ｕｓ， Alt ｅｒｎａｒia ， ａ ａｄｏｓｐｏｒiｕｍ ， Ｅｕｒｏtiｕｍ ，

Ａｕｒｅｏｂａｊｓidiｕｍ ， Ｎ ｅｕｒｏｓｐｏｒａ の ８ 種 で あ る 。比 較 対 照 抗 原 と し て Ｃａｎｄｊｄａ，

χlaja ｓｓｅｚia ， Ｍａｎｎａｎ Ａ, Mit ｅ な ど を 用 い た 。【 結 果 】即 時 型 皮 内 反 応 陽 性 率 は 以 下

臥
心
　
匹
心

36.0

41.1

15.3

15.5

9,3

17.1

13.1

14.0

11.1

13.2

8.1

14.0

6.9

10.1

5.0

18.6

4.2

7.0

43.0　　　21.8　　　　　26.7　　　　　42､6

43.4　　　51.2　　　　26.4　　　　51.2

各 種 環 境 真 菌 の 皮 内 反 応 陽 性 率 は4-19 ％ で あり、少なくとも１種 以 上 の 環 境 真 菌 陽

性 者 は 、BA 36.0 ％ 、AD 41.1 ％ に 認 めた 。しかし、BA と ＡＤ で は 陽 性化 しや すい 真

菌 が異 なり、Å｡狗 ｍｉｇａｔｕｓ， Ｃｊａｄｏｓｐｏｒiｕｍ，Ａｕｒｅｏｂａｓjdjｕｍ などで は ＡＤ で有 意

に 陽 性 率 が 高 かった 。一 方 、Å.ｒｅｓtｒjd ｕｓ、Ｐｅｎｊｄ丑iｕｍ、Ajtｅｒｎａｒia で は ＢＡ≒ＡＤ

の 陽 性 率 であった 。【結 論 】BA､ ＡＤ ともに 環 境 真 菌 の 感 作 例 は 少 なくな< 、病 態 へ の

関 与 が 推定 され た 。しかし ＡＤ にお いて 、より感 作され や すい 環 境 真 菌 が存 在した。
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◇一般演題　９

猫アレルギー

○宇佐神　篤（東海花粉症研究所 ）

職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

【背景・目的】ストレス社会を反映してか、近年ペットの飼育頻度は異常な高

まりを示す。それとともにペット抗原も注目を浴び、なかでも、猫抗原につい

てはその重要性が認識され、アメリカにおいてはペプチド抗原による免疫療法

の検討もなされた。先般経験した職業性猫アレルギー例の検討をふまえて、ア

レルギー性鼻炎における猫アレルギーの意義を明らかにしたいと考えた。

【方法・材料】

職業性猫アレルギー症例：自宅で飼育する猫では発症せず、患者が経営する

動物病院に来る汚れた描の診療時に発症する３３歳の獣医師（Ｈ－3640 ）

で、猫毛に皮内、鼻誘発、lgE抗体とも陽性のスギ・ヒノキ科花粉症例である。

猫アレルギー研究対象：1983 年～1998 年間に浜松医療センターにお

いて診療したアレルギー性鼻炎中、猫アレルギーと診断した２９例につき臨床

所見を調べた。

【結果と考察】

猫アレルギーの誘発症状は鼻、眼症状が圧倒的に多かった。抗猫皮屑lgE 抗

体のスコアが３以上の例が過半数を占めた。鼻粘膜誘発テストは施行５例全例

で陽性であった。これらはＩ型アレルギーの特徴を明らかにすると考えた。

猫との接触歴は全例にあったが、猫飼育歴のある例は１０例と少なかった。

抗猫皮屑lgE抗体の検出頻度は飼育例で高いとはいえ、猫飼育歴の無い例にも

発症例がみられた。汚れた猫に接した時のみ発症する例は報告例を含め２例の

みであった。これらのことは猫皮屑の抗原としての強さを示すと考えた。

【結論】アレルギー性鼻炎診療における猫抗原の重要性を確認した。
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職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

◇一般演題　10

アレルゲンの曝露とアレルギ丿 生鼻炎

○三好彰、程雷、殷敏、吻 毎波、白川太郎（南京医科大閤 玉際 鼻ア沁レギー

センタ句 、中村晋（埼玉県）

あらゆる疾患は遺伝的素因に、索竟約要因が影響して発症するとされる。典

型的なアトピ祠 生アレルギー疾患であるアレルギ祠 生鼻炎においても、この原

則は通用する。アレルギー性鼻炎の遺伝的要因については白川の報告があるの

で、ここではアレルゲンの曝露とアレルギー性鼻炎の頻度について議論する。

被験者は、①中国江蘇省呉江市黎里鎮の小学校１・４年生と中学校１年生そし

て高校１年生 全員と、②中四 の南京医科四ﾐl の寮に在住する大学１

・４年生全員、そして③北海道白老町の小 堺生１・４年生と中学佼１年生全員

である。①と②においては、６・９・１２・１５・１８・２１歳の別々の被験

者のスクラッチテスト圖 生率を比較し、ぶ こついては1989 ～９７年の間に

３回、６歳時 ・９歳時 ・１２歳時にスクラッチテストを受けしかもその間丿 支

も医療機関を受診したことの無い 被験者の、スクラッチテスト陽性率を比較し

た。すると(工垣功のいずれの被験者においても、年齢上昇とともにスクラッチ

テスト陽性率は有意に増加し、視診・問診をも併せて診断されたアレルギー性

鼻炎の頻度も、増加していた。アレルギー性鼻炎の頻度と、アレルゲンの曝露

の程度とは明確な相関が存在するものと判断された。

※← ワード：アレルギー性鼻炎、アレルゲンの曝露
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◇一般演題　11

職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

アレルギ唯 鼻炎と大気汚染

○三好彰、程雷、殷敏、時海波、印II太郎( 南京医科大学国際鼻アレルギー

センター)

大気汚染のアレルギＨ 生鼻炎に及ぼす影響について、仮説が提唱 されて久し

い、われわ囮 ま北海道白老町における疫学調査にて、大気汚染地区と非汚染地

区にて調査を施行し、それらの関連について解析を行なった。対象となった北

海道白老町の１０校の小中学生2615 例全員を、大気汚染地区（大昭和製紙

の皿 ）と術 弓皿 （全国の競走馬の産t也である社台および農漁業地域

）とに分類した。そしてこれらの間においてスクラッチテスト・アレルギー性

鼻炎の頻度ともまったく差の無いことを、われわれば確認した。大気汚染とア

レッレギー性鼻炎との相関を主張する仮説は、これまで２説ある。日光における

スギ花粉症と通行車量増加を論じた皿 論文と、岩手県・東京

都の小中学生のアレノレギー性鼻炎の頻度を比較した慈恵医科大学耳鼻咽喉科の

説である。しかしこれらは厳密に検副すると、前者では通行量の増加に伴う花

粉の再飛散の影響を考慮していないし、後者ではデータ挫造の疑いがある。こ

れらの問題点について、検討を加える。

※← ワード：アレルギー性鼻炎、花粉症、大気汚染
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◇一般演題　12

寄生虫感染とアレルギー性鼻炎

○三好彰、程雷、殷敏、時海波、白川太郎（南京医科大学匡際鼻アり レギー

センター）

ス四 などアレノレ四jE 鼻炎朗 敷増1ま回虫1まじめ寄生虫を撲滅した結果

だとの仮説が、Ｈ 時期提唱されたことがある。それ 気 ①1973 年と198

4 ～８５年の群馬県の冷凍血清を比較した井上の報告において、後者のスギ特

異的ｌｇＥ抗俐 勣 痛渚 に較べ４倍もの高値を示したことなどから、日本人の

スギ花粉症増加が示唆されること、②1949 年にはまだ６３％だった日本人

の回虫感 染率が1990 年代には０. ０２％にまで低下していたこと、などが

根拠となっていた。それに対してわれわれは、中国においてアレルギ月 生鼻炎

疫学調査とともに寄生虫感染率の贋査を施行し、むしろ回虫感染例の方がスク

ラッチテスト陽性率は高いことを証明した。この仮説を提唱した井上・藤田と

の論争の課程を報告し、この仮説を否定するに至った経緯について説明する。

※← ワード：アレソレギ丿 生鼻炎、花粉症、寄生虫

－32 －



◇一般演題　13

職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

中国におけるスギ花粉症の発見

○三好彰、程雷、殷敏、時海波、白川太郎（南京医科大学国際鼻アレルギ~一一セン

タ伺 、佐橋紀男（東挑々詞 駒聯 生物判

スギ花粉症はその発見以来、日本特有の花粉症と誤認されて来た。しかし、わ

れわれは疫学調査により中国にもスギ花粉症の存在すること、それは２００万年

前の第三紀鮮新世にスギが地上に出現した頃、日本と中国（アジア大陸）とが陸

続きであったためであることを、両国の樹齢千年以上のスギのＤＮＡ分脈を通じ

て明らかにした。 ここではその経緯について、改めて報告する。

※← ワード：スギ花粉症、中国、第三紀鮮新世
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◇一般演題　14

チベット・ラサ市におけるアレルギー調査

○三好彰、程雷、殷敏、白川太郎( 南京医科大学匡際鼻アレルギー一センター)、

幸野健( 市立吹田市田 帛t 皮膚科)

ねれわれは1989 年以来、日本・中国・ブラジルなどでア Ｗﾚ ｷﾞｰ-に関す

る疫学調査を実施して来た。それらの結果からわれわれは、これまでも想像さ

れていたように、アレルギＨ 生鼻炎を始めとするアレソレギり 矣患は先進国に多

く、発展途上国に少ないことを実証した。

2001 年 秋われわれは、標高3640 メートルのラサ市端旧1 慶県におい

て、その地に在住する/j淳左 １・４年生ならびlこ中学校１年生全員に対して、

鼻鏡検査・皮膚科妁視診・スクラッチテスト・栄養調査などを含めたアレルギ

ー学的調査を施行した。

その結果、全２２８例のうちＨＤ に圖 生反応を呈したのは１３例で、ダニに

９例そしてスギには２例となり、これら３者のうち１穂以上圖生は２１例・

９．２％であった。 この結果は、日本の小中学生の４分の１であり、上海の隣

村の小中学生の５分の２であった。

皮膚科医の初診では、アトピＨ 生皮膚炎は１例も存在しなかった。

※← ワード：疫学調査、チベット、スクラッチテスト
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職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

日本と中国の小中学生におけるア ル皿

○三好彰、程雷、殷敏、時海波、白川太郎( 南京医科大学匡際鼻アいレギー

センタ丿

疫学謳査を行なう場合、厳密に成し迦 ずるためにはいくつかのデザインを心

がける必要がある。それ4ま¬つにはある自治体に住む特定の構成人員全員に対

して調査のなされることであり、もう一つには可能なら同一の被験者に関して

経啼妁に変化を追跡するコホート調査のなされることである。われわれは日本

や中国を始めとするいくつ力ヽの地域で、アレルギー性鼻炎に関してこうした条

件を充たす調査を実施して来た。それらのうち今回は、北海道白老町において

1989 ～９１年に、栃木県栗山村にて1992 ～９４年に、そして中国江蘇

省呉江市黎里鎮で1996 ～９８年に施行された、/｣々 牧 １・４年生と中学校

１年生に対する調査結果の匡際比較について、報告す る。

※← ワード：アレルギり 生鼻炎、疫 学調査、匡際比較
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◇一般演題　16

トリブチル錫（内分泌攬乱物質）のThl/Th2インバランスへの関与

○高橋一夫、岩村千秋、竹下芳裕、池渾優子、池渾善郎（横浜市立大学大学院環

境免疫皮膚科学）

アレルギー疾患の急増は現在では社会問題化しており、いろいろな方面から原

因究明の努力が払われている。アレルギー疾患は、遺伝因子と環境因子が相互に

複雑に絡んで発症すると考えられている。しかし、環境要因に焦点を当てた研究

はまだ少ないのが現状である。我々は以前より金属や薬剤の免疫系からの認識あ

るいは免疫系への修飾効果に興味を持って研究してきた。そこで、残留性が高い

ことから日本近海の魚・貝類に蓄積され、環境汚染が濃厚で近年環境ホルモンと

して認知されるようになったトリプチル錫（TBT）の免疫系への影響を検討した。

まず、Ｃ５７ＢＬ/6、ＢＡＬＢ/ｃ、Ａ.SW を用いてこれら成体マウスに餌1kg 中100mg

（以下高暴露群）あるいは10mg の ＴＢＴ（以下低暴露群）を含有した餌を４週間

与えその後の血中lgG 、lgG1 、lgG2a の変化を検討した。また、ＴＢＴ暴露を中止

した後に妊娠させ、生まれてきた仔マウスについて血中lgG 、lgG1 、lgG2a を生

後 ５週、８週、１２週で検討した。その結果、高暴露群では免疫グロブリンはす

べて低下し、免疫毒性が現れることがわかった。低暴露群では明らかな低下がみ

られなかったので、この濃度では成体マウスに対して免疫毒性はないものと考え

た。次に仔マウスでは、５週後では３種すべてのストレインにおいてlgG1 の上

昇が認められ、lgG2a の上昇は認められなかったため、Ｔｈ２ へのシフトがおこっ

ていることが示唆された。 また、牌臓細胞浮遊液を用い、ＣｏｎＡ で剌激した時の

細胞内サイトカインの変化は低暴露群でIL-4 優位であったため Ｔｈ２ へのシフト

は Ｔ 細胞レベルでも認められた。この際に同時に調節性Ｔ 細胞の増減を調べたと

ころ ＣＤ４十CD25 十Ｔ細胞（Ｔｒｅｇ）の低下がみられた。すなわち、ＴＢＴ暴露によっ

て Ｔｒeg の機能低下がおこり、Ｔｈ１/Ｔｈ２ のインバランスをきたし、結果的に Ｔｈ２

優位の反応が生じたものと現時点では考察している。
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職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

1、2,ペンゾチアゾリン3オンによる切削油皮膚炎
○早川律子、杉浦真理子、杉浦啓二（名大環境皮膚科）

【症例】

54歳、男性、鉄工所勤務
【既往歴】

特記すべきものなし
【初診年月日】2002年7月25日
【現病歴】
2002年はじめより切削油、防錆油、スピンドル油を使
用して金属を処理する仕事に従事していた。 2002年はじ
めより新しい切削油を使用し始めた。作業は全て素手で

行った。 2002年7月上旬より手掌、手背、足底、足背に
皮膚炎を発症、仕事に従事すると症状が悪化した。当院

初診時の7月25 日には皮膚炎がひどく手足の浮腫と疼痛
により仕事が出来ない状態となった。原因究明を求めて
当科を受診した。
【初診時所】
手掌、手背、足底、足背に強い腫脹、紅斑、ビラン、
一部 に痴皮、落屑を認めた。
【スクリーニングパッチテスト】
オープンテストでは切削油、防錆油、スピンドル油全

て陰性、48時間閉鎖貼布試験の72時間判定で切削油（十）。
防錆油（十？）、スピンドル油（十？）であった。
【成分パッチテスト】

切削油中の1ヽ2－ペンゾチアゾリン3オン1 ％qａに陽性
反応を認めた。
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◇一般演題　18

国際調和システム(ＧＨＳ)に準拠した感作性物質リスト(提案)

○ 佐藤一博、日下幸則( 福井医科大学環境保健)

【背景と目的】世界には2,000 万種以上のｲﾋ学物質が存在する。国がすべての

有害化学物質を把握しそれらを法規制により管理する事は不可能である。そこで

化学物質の国際調和システム(以下 ＧＨＳ とする。)とは、化学物質の有害吐を分

類し、ラベルや安全陛データシート(MSDS) による情報提供をするための、国際

連合が提案する共通の統一されたシステムであり、今秋批准の予定である。しか

しながら ＧＳＨにはラベリングする物質を特定することは予定していない。

感作陛物質とは、気道の場合に、曝露状況と呼吸器症状、特異抗体、皮内試験、

特異的吸入誘発試験により、皮膚の場合には、曝露状況と接触皮膚炎症状、パッ

チテストにより特定される物質である。そこで我々は各種文献等を考察して、感

作性化学物質を特定するとともにその診断方法・対処方法を調べた。

【方法・材料など】日本産業衛生学会許容濃度等委員会が勧告する許容濃度等の

勧告、労働基淮法75 条/同施行規則35 条にあげられている感作陛物質、作業、

職業性喘息に関する総説( 中村 晋｡ 職業性喘息一 研究の歴史(1-5 〉｡喘息

ＶＯ１.13 ，14 ，メディカルレビュー社2000 ，2001) 、我々の著書( 佐藤一博、

日下幸則｡ 免疫毒性・アレルギー｡ 中毒学｡ 朝倉書店｡2002) をレビューした。

【結果および考察】呼吸器及び皮膚に対す る感作幽ﾋ 学物質は53 種類であった。

診断方法・曝露作業者のスクリーニング方法として、既往歴・家族歴・職歴を調

査するとともに特異抗体・皮内テスト・吸入誘発試験等各種検査方法を紹介され

るべきである。

【まとめ】少なくとも今回特定した53 種類の感作幽ﾋ 学物質を三学会( 日本職

業環境アレルギー学会・日本免疫毒胞学会・日本産業衛生学会アレルギブ免疫毒

性研究会) 合同のものとして日本政府や各国政府、日本化学工業協会および世界

化学工業協会に提案したい。
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職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

化学物質過敏児の報告された改修後小学校校舎の室内空気質の１年間の観察

○原田幸一、上田　厚（熊本大学・大学院医学薬学研究部・環境保健医学分野）

[目的] 某小学 校 の校舎 改修後 に入室し学 習を始 めた小学 生 の１人 に化 学物 質

過敏の 症状がみ られた。原因 の一つ として 室内揮発性有機化 合物 の存在が 疑 わ

れた。そ こで、 揮発性有機化合物質 の気 中濃度の時間的経 過を追 跡し、改 修終

了時か ら入室開始 まで の入室待機期 間を設定 するため の情 報を得る ことを 目的

に ２ヶ 月ごと に問題教室の空気質調 査をお こなったｏ

[経 過] 小学 校校舎 改修 後、３ 日後に 生徒が 入室し学習 を開始 した ところ 、 １

人の生 徒が入室 直後 より｢ においが 強い｣ と感じ顔面 の紅 潮が見 られ体調 不調

となり 教職員室で の学 習とな った。そ の後､ 近所 のクリ ニック にて同児 童はF シ

ックハウ ス症候群｣ と診断された。

[方 法] 事 例 報 告 さ れた 教 室等 に赴 き 、 気 中ホ ル ム アル デ ヒ ド をSep-Pak

XpoS ｕre Aldehyde Samp 】er(ウ オーター社製)で捕集し ＨＰＬＣで 分析した。 揮発性

有機化 合物(ＶＯＣs)は､Ｔｅｎａｘ'IA管(ジ ーエ ルサイエ ンス社製)で 捕集し ＧＣ/MS( ヒ

ューレ ット パッカ ード 社製、6890 シリ ーズ)を用 いて分析 した。 調査は ３月よ

り ２ヶ 月ご とに、翌年 の３月まで(3,5,7,9,11,1,3 月) おこなっ た。

[結果1　 教室内 のホルムアルデヒド 濃度 は ７ 月 の時点で123 μg/m3 とな り指 針

値を 超えたが、 その他 の時期では指 針値以下であっ た。ト ルエ ン濃度は ７月 に

451 μg/m3 となっ たが次第に低下し、 翌年 の３月には26.0 μg/m3 と 低下したo

t-ＶＯＣs は11 月 に150 μg/m3 に低下し たが、その他は暫定 目標値を超 えたo

[考察] ７ 月( 夏期) の高温による ベー クアウト効 果によ りト ルエ ンな どの 揮

発性有 機化 合物濃度 が低下したこと から、年 度末に小学校等 で改修 工事が行 わ

れた場合 の入 室時期としては 夏休み以降 に設 定するほうがよ いと判断さ れた。
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◇一般演題　20

日本アレルギー学会評議員のシックハウス症候群・化学物質過

敏症に対する意識調査

○鈴木直仁（東京シックハウス症候群・化学物質過敏症研究会代表世話人、

同愛記念病院アレルギー・呼吸器科）

【目的 】 シックハウス症候群 ・化学物質過敏症に該当する疑いのある患者が

一般の外来、特にアレルギー外来を受診するケースが増えている。この疾患概

念に対して日本アレルギー学会評 議員の意識をアンケート調査する機会を得た

ので報告する。【方法 】第15 回日本アレルギー学会春季臨床大会に先立って、

日本アレルギー学会評議員にアンケート調査を行った。【結果 】回答者281

名のうち、159 名（56.6 ％）が「シックハウス症候群・化学物質過敏症」を独立

した疾患概念と考えており、否定的な意見は28 名に過ぎなかった。本疾患の

病態を 「アレルギー性疾患」と考える意見と「アレルギー性疾患ではない」と

考える意見はともにほぼ3割であ った。また、「シックハウス症候群」の用語

は原因が化学物質の場合に限定し 、微生物や有 機粉塵が原因となる場合は含め

るべきでないとする意見が圧倒的多数（240 名、85.4 ％であった。 「シックハ

ウス症候群・化学物質過敏症」の患者を診療した経験がある医師は半数を越え、

医師1 人当たり平均5.5 人の症 例を経験していると推定された。本疾患 に関す

る情報のソースとしては学会や研究会での講演を挙げる大が最も多かった

（229 名、81.5 ％）が、テレビや新聞の報道がこれに次いでいた（125 名、44.5％）。

一方で、「きちんとした診断基準が無い」 「純粋に医学的な 情報が不足してい

る」「診断のためにどこの施設でも行えるような検査法が無い」などが診療上

の問題点として非常 に多くの評議員から挙げられていた。【結論 】 「シック

ハウス症候群・化学物質過敏症」 はアレルギー専門医にとって避けて通れない

問題となりつつある。行政や学会から臨床医への積極的な情報提供が望 まれる。
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職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

職場における微量暴露が原因と推測された化学物質過敏症の症例

○岡田千春，木村五郎，坂口基，宗田良，高橋清（国立療養所南岡山病院ア

レルギー科）

近年，ごく微量の化学物質に暴露されるだけで健康障害を認める化学物質過

敏症の概念が提唱されている。当院で1よ2001年より化学物質対策のクリーン

ルームを使用して診療を開始してきたが，職場における化学物質の微量暴露

が原因と推測される症例を経験したので報告する。【症例】46才男性【既往

歴】特記すべきものなし【家族歴】特記すべきものなし【職業歴】大学卒業

後，医薬品・農薬の原料を製造している会社の研究職15年【現病歴】在職15

年目の5月に頭痛，目の痛み，喉の痛みを認め，職場にはいると症状が出現す

ることに気づいた。しだいに工場の敷地内，別の場所でも同僚の白衣にも同

様の症状が出現するようになり化学物質過敏症を疑い，インターネットで調

べた当院アレルギー科を受診した。【データ】一般血液検査，心電図，胸部

Ｘ-P等異常なし。化学物質負荷テスト：ホルムアルデヒド40pPb，トルエン

130μg/m3，キシレン130μg/m3，をクリーンエアと二重盲検法で吸入チャレ

ンジして自覚症状，spO2，脈拍，血圧等をモニターした。ホルムアルデヒド

負荷にて頭痛，肩首の痛み，動悸，胸苦を認めた。トルエン，キシレン，ク

リーンエアでは症状なし。【経過】勤務中のホルムアルデヒドの暴露の可能

性高く，また様々な化学物質を扱う勤務環境のため，会社内での配置転換を

勧めた。幸い工場から本社勤務となり症状の軽減が得られた。【まとめ】住

宅での化学物質過敏が注目を集めているが，労働衛生基準内の職場内での化

学物質暴露でも健康障害が引き起こされる可能性が推測され，早期の配置転

換などにより病状の進行を防ぐことが可能であることが示唆された。
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ホルムアルデヒド暴露がアレルギーに及ぼす影響

－マウスモデルを用いた検討－

○石田博文1，山下直美I，田下浩之1，松尾由紀子I，田嶋　誠1，中島幹夫l，長瀬洋

之1，金子富志人1，中野純一l，三田晴久 ’，秋山一男2，大田　健1

（帝京大学内科1）（国立相模原臨床研究センターり

(目的) ホルムアルデヒド(FA) は医療現場で暴露するとともにシックハウス症候群

の原因物質の一つとしても注目されている。今回、我々はホルムアルデヒド暴露がlgE

産生にどのような影響を及ぼすかについて検討を加えた。

(方法)Balb/c マウスを卵白アルブミン(OA) 十al圓で免疫後OA 暴露とともにボック

ス内でFA 暴露し、2週間曝露後、採血、BALFの採取を施行した。lgEはELISA法で測定し

た。ボックス内のFA暴露量はパッシブサンプラーでモニターした。サントカインの遺

伝子発現はmRNAを抽出しreal time PCR をもちいて定量化した。

(結果)FA 暴露2.3ppmとOA 吸入を併行した群でOA 吸入単独群と比較してlgE産生の有意

な上昇を認めた(1435 ±17 4ｖersus481±91nがml,p《0.05)。さらにBALF中の好酸球数も同群

で有意に増加した。FITC標識OA暴露を行うと、FA2.3ppm群でBALF細胞中に高いOAの取り

込みを認めた。サイトカイン産生を検討するとIL-4、IL-13がFA暴露群で有意に高く誘

導された。

(まとめ) 環境基準の0.08ppm と比較して高濃度ではあるが、実際の医療現場で達し得

る濃度で経気道的な抗原感作にホルムアルデヒドが影響を及ぼす可能性が考えられた。
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鉄粉の吸入歴がある２症例の検討

○ 津島健司(安曇総合病院呼吸器科)、久保恵嗣(信州大学呼吸器・感染症)

症例1　58 歳　男性　鉄工所勤務。主訴: なし。既往歴: 糖尿病　HbAlc 6.7 ％

内服中。喫煙歴:20 本/日　約40 年間。現病歴:20 歳代から鉄工所勤務で鉄

粉の吸入を繰り返していたｏここ数年は、ガーゼ製マスクを着用し、仕事に従

事していた｡定期的な糖尿病のフォロー中に胸部CT を施行したところ､patchy

GGO を認めるため精査となった。検査所見:KL 一目33 U/ml 、SP-A 54. 9 ng/ml、

SP-Dく17.3 ng/m1．胸部CT では､Thin-slice HRCT で両側びまん性にpatchy GGO

を認めた。 BALは、マクロファージ優位の軽度細胞数の増加を認めた。肺生検

組織所見は間質の著明な線維化を認め､ 肺胞腔内には鉄を胞体に満たしたマク

ロファージを認めた。症例2　34 歳　 男性　板金工。主訴：呼吸困難、咳楸、

喀痰。既往歴：３歳時　心室中隔欠損症手術。喫煙歴:18 歳から２年間　20

本/日。現病歴:18 歳から自動車のブレーキ修理工に従事していた。33 歳から

から板金工に従事し、それ以降から咳楸、喀痰を自覚した。その症状が徐々に

増悪、呼吸困難も伴うため紹介となった。検査所見:KL-6 559 U/m1 、SP-A 13. 9

ng/ml、SP-D 53.8 ng/ml 、ACE 26.1 U/1，リゾチーム9.1 μg/ml。胸部CT で

は､Thin-slice HRCT で両側上葉、中葉、舌区にびまん性の小結節影を認めた。

BAL は、マクロファージ優位の軽度細胞数の増加を認めた。肺生検組織所見は

線維組織の周囲に類上皮細胞、巨細胞をも認めた。まとめ：症例１は自覚症状

が無く、Hugh-Jones l 度で、肺機能検査、胸部レントゲン写真上明らかな塵肺

所見はなかったが､ 肺生検組織所見は線維化へと移行している段階で塵肺の早

期像を示している可能性が示唆された。症例２は塵肺の急性型と考えたが、肺

胞洗浄液中の鉄貪食像や肺病理組織学的所見から塵肺ではなく、サルコイドー

シスと考えられた。
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エリンギ茸による過敏性肺炎の１例

○豊嶋幹生、千田金吾、須田隆文、桑田博史、乾直輝、中村祐太郎、中村浩淑

(浜松医科大学第二内科)

【症例】４３歳、男性 【職業歴 】平成 １０年よりエリンギ栽培に従事

【現病歴】平成 １３年夏頃より呼吸困難 、平成１４年２月頃より咳楸、喀痰、体

重減少 が出現したため、４月２８ 日当院受診し、精査加療目的にて入 院となった。

【検査成績】ＷＢＣ４７２０／ｍｍ’､ＣＲＰ０.06mg/dl,Ｋし6 2563U/ml, PllC0244.310rr ，

Pa02101.Cm ）rr,％VC56.3 ％､ＦＥＶＩ.0％96.1％、胸部 Ｘ線上びまん性 スリガラス状影、

ＨＲＣr 上スリガラス状影、粒状影 を認め、ＢＡＬ リンパ球71.４％､CD478 0.04,ＴＢＬＢ

にて胞隔炎 、Ｍａssｏｎ体を認めた。【経過 】入院後、症状 は自然軽快傾向を示 し、

画像所 見、拘 束性障害も改善した。 ＢＡＬ,ＴＢＬＢ所見 より過敏性肺炎 が疑 われ、

原因としてエ リンギ茸が考えられた。 職場における環境誘発試験、エリンギ茸抽

出物に対す る沈降抗体、リンパ 球刺激試験が陽性であったため、エリンギ茸によ

る過敏性肺炎 と診断した。退院後 転職し、以後症状の再燃 を認 めていない。

【文献的考察】キノコ胞子による過敏性肺炎 の報告は、検索し得た範囲で２０例

あり、原 因となった キノコの種類 は、シメジ、ナメコが多く、エ リンギ茸による

ものは、本 例以外には１例のみであり、本例が第２例目の報告と考えられた。 キ

ノコ胞子 による過敏性肺炎 の臨床経過は亜急性がほとん どであり、多くはキノコ

栽培従事開始後５年から１０年以 内に発症していた。 ＢＡＬでは他の過敏性肺炎

と同様 にリンパ球増加、ＣＤ４/8比 の低下が認 められた。予後については、多くの

症例で作業 中止により改善してい たが、慢性 呼吸不全に進行した例も認められた。
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ベ ッドメーキ ング担当のホ テル従業員に発 症し1こ Ａｓｐｅｒgillｕｓ ｎｉｇｅｒ

によると思わ れる過 敏性肺 臓炎{HP} の１例

○ 東 愛1
，
東 憲 孝1 ， 谷 口 正 実1 ， 竹 内 保 雄1 ， 斉 藤 明 美1 ， 高 島 美 奈 子1 ， 安 枝

浩1
，
高 鳥 浩 介2 ， 秋 山 一 男

１( １
．
国 立 相 模 原 病 院 臨 床 研 究 セ ン タ ー､2. 国 立 医 薬

品 食 品 衛 生 研 究 所 衛 生 微 生 物 部)

【背 景1 A ｓｐｅｒgillｕｓ ( Ａｓｐ.) 属 は 、 喘 息 や ＡＢ ＰＡ な ど ア レ ル ギ ー 性 疾 患 の 原 因 真 菌

と し て 知 ら れ て い る が
、 同 菌 に よ る

Ｈ Ｐ の 報 告 は 少 な い 。 今 回 我 々 は 、 患 者 の 職

場 の 室 内 塵 か ら 同 定 さ れ たj4 ｓp. ｎyq ｅr に よ る と 考 え ら れ たHP の １ 例 を 報 告 す る 。

【 症 例166 歳 女 性
。
２ 年 前 か ら ホ テ ル の ベ ッ ド メ ー キ ン グ に 従 事 し て い た 。 H14

年 ６ 月 労 作 時 呼 吸 困 難 出 現
、 同 年 ８ 月 呼

吸 不 全 の 状 態 で 搬 送 入 院 と な る 。 入 院 時

Pa02 42.2t ｏrＴ と 低 酸 素 血 症 を 認 め 、 胸 部 Ｃ Ｔ( Ｈ Ｒ Ｃ Ｔ) で は 、 ぴ ま ん 性 の ス リ ガ

ラ ス 状 の 濃 度 上 昇 域 が 汎 小 葉 性 に 分 布 し て い た 。 臨 床 的 に 重 症HP と 診 断 、 ス テ

ロ イ ド パ ル ス 療 法 を 施 行 し 、 著 効 し た 。 二 重 免 疫 拡 散 法 で は 、 各 種 ＡＳｐ ，属

(fｕｍｉｇａtｕｓ
， ９
１ａｕｃｕｓ， ｎｉｄｕｌａｎｓ，ｎｉｇｅｒ) に つ い て は 陽 性 、Ｔｒｉｃｏｓｐｏｒｏｎ ｃｕtａｎｅｕｍ は

陰 性 で あ っ た
。 ま た 、 各

種j4 ｓp. 属 抗 原 に よ る 吸 収 試 験 の 結 果 、 自 宅 の ハ ウ ス ダ ス

ト( Ｈ Ｄ) に 対 す る 沈 降 線 は 変 化 し な か っ た が 。 職 場 の Ｈ Ｄ に 対 す る 沈 降 線 は 消 失 し

た
。 職 場 環 境 は 、

湿 度 が 高 く 、 換 気 不 十 分 で 。 職 場 の 室 内 塵 か ら はj4 ｓp. ｎ･q ｅr が

多 数 検 出 さ れ た
。 他 方 。

自 宅 の 環 境 は 良 好 で 、 明 ら か な 真 菌 も 培 養 さ れ ず 、 自 宅

へ の 帰 宅 誘 発 試 験 も 陰 性 で あ っ た 。 以 上 の 結 果 か ら 、 本 症 例 は 、 職 場 で の ＡＳｐ･

ｎ１９ｅ「 の 曝 露 が 発 症 原 因 と 考 え ら れ た 。

【結 論 ・ 考 察 】Ａｓｐ. 属 は
、
室 内 環 境 真 菌 の 中 で も 検 出 さ れ 易 い に も か か わ ら ず 、 同

菌 に よ る Ｈ Ｐ の 報 告 は 意 外 に も 少 な い 。 し か し 、 本 症 例 の よ う に 職 場 環 境 に お い

て も
、 Ａｓp. ｎyger

を は じ め と す る ＡＳｐ ，属 に よ る Ｈ Ｐ も 念 頭 に お く 必 要 が あ る 。 職

業 ・ 環 境 ア レ ル ギ ー 学 的 見 地 か ら も 重 要 と 考 え ら れ 、 報 告 し た 。
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鳩飼病の２例

○大塚浩二郎、上村光弘、川名明彦、小林信之、工藤宏一郎（国立国際医療

センター呼吸器科）

呼吸機能障害が遷延した鳩飼病の２例経験したので報告する。

【症例1 】66 歳男性　【現病歴】1990 年頃、鳩を20 ～30 羽、１ 年間世話を

した。ここ数年は鳩の多い公園の清掃に従事している。2000 年 ２ 月、乾性咳

瞰が出現。 2001 年より増悪を認め、労作時呼吸困難も出現するため ７ 月検査

入院し、“原因不明の間質性肺炎”と言われる。増悪するため、９ 月当セン

ター外来受診、精査加療目的に入院する。　【経過】ハト血清によるリンパ

球増殖試験で陽性であり鳥飼病と診断。咳瞰、労作時呼吸困難進行するため、

12 月よりPSL 30m9/day 内服開始した。が、減量中呼吸状態の悪化をみたた

めステロイドを増量、免疫抑制剤も併用するも効果に乏しく在宅酸素療法を

導入、現在に至る。

【症例２】50 歳男性　【現病歴】10 歳~14 歳、33 歳~45 歳までレース鳩を

飼育する。いったん鳩を友人にあずけてたが、1992 年５月に鳩をひきとった。

同年 ６ 月より乾性咳瞰、頭痛出現、７ 月より労作時呼吸困難出現するため、

当センターを受診した。胸部 ＣＴ にて間質性肺炎を指摘され精査加療目的に

入院となる。

【経過】pigeon sｅrｕｍ 及びpigeon dropping ｓに対する沈降抗体反応が陽性で

あり鳩飼病と診断。呼吸困難の改善を認めないためmPSL 32m9 の内服を開

始した。が、効果ないためmPSLI,000m9 、3 日間のパルス療法を間にmPSL

48mg の内服をはさんで ２ 回行い、ようやく低酸素の改善を認め徐々に減量

中止した。拘束性換気障害と軽度の労作時呼吸困難は残存した。

【まとめ】２ 例とも抗原回避後も改善を認めず、ステロイド療法が著効した

とはいいがたい。鳥飼病の予後はさまざまであるとされるが呼吸機能予後不

良群の存在に注意する必要があると思われた。
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Ｎ９５マスクにて過敏性肺炎の再燃を予防している一例

Ｏ吉井明弘、滝潭大地、土橋邦生、中潭次夫＊、森　昌朋（群馬大学　第一内

科、＊同保健学科）

過敏性肺臓炎の治療は病因抗原からの隔離であり、発症環境に近 づかないこ

とである。そのため休職・休業が勧められるが、現実的には 病因 抗原から完全

に隔離す ることが不可能のことが多い。今回Ｎ９５マス クを用い過敏性肺臓炎

の再燃を予防している一例を報告する。

【症例】５９歳、女性。【既往歴】30 歳：子宮筋腫手術 、44 歳：結核 性胸膜 炎、

54 歳：高 血圧。【職業歴】飲食店経営 （自宅とは別宅）。

【現病歴】平成12 年 ８月より37 °Ｃ台の微熱 ・咳楸・呼吸困難 が生 じたため前

医受診､ 胸部 Ｘ線上両側肺びまん性の間質陰影が認め られた ため入院とな った。

血液ガス分析（rｏｏｍ ａｉr）pH 7. 470、p0246.1t ｏrr、pC02 32. 9tｏrr、sａt0285.1%

であったが、入院後症状自然軽快、画像 上間質 陰影改善認め られたため過敏 性

肺臓炎が疑われた。誘発のた め仕事場 へ外出したところ帰院時38.5 °Ｃの発熱

とsat02 86% と低下を認め、胸 部Ｘ線上 も間質陰 影の増悪を認めた。その後 、

発熱、低酸素血症ともに自然軽快した 。過敏性肺臓炎の精査 目的にて当院転院

となった。

【経過】当院転院後、再 度誘発試験 を行った 。38.9 °Ｃの発熱、WBC 、CRP の上

昇、低酸素血症が認められ、気管支鏡 検査にて気管支肺胞液CD4/CD8 ＝0.32、

生検にて微小な肉芽腫が認められた ため過敏性肺臓炎と診断し た。自然経過に

ても呼吸機 能上改善認められず、KL-6､SP-D､SP-A 高 値持続、Ga シンチの高度

集積よりプレドニンによる治療を開 始し 、画像､ 呼吸機能､KL-6 、SP-D､SP-A 、

Ga シッチで改善 を認められたため退院、外来にてプレドニ ン減 量しつつ治療

を行った。また、自宅 は仕事場とは別 宅であり飲食店経営は中止して いるも の

の、仕事場 への出入りの必要が避けられず、Ｎ９５マスクを着用にて 出入りを

してい るが、過敏性肺臓炎の再燃はその後認められていない 。

【検査所見】KL-6 1970 U/ml､SP-D 175ng/ml､SP-A 70.7ng/ml､LDH 518 1U/| 、

WBC 4500/ μ|､ESR 26m/h､CRP 0.1mg/dl 。 肺機能上%VC 96.2S､FEVI.0%

78.4%､%DLC0 67.2%｡

【考察】Ｎ９５マスクは結核感染予防 に用いられるものであ り、1 μｍサ イズ

の粒子に対す る補修効率がある。過 敏性肺臓炎で病因抗原 から完全に隔離でき

ない場合、 Ｎ９５マスクの使用は有用と思われ る。
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◇一般演題　28

コンニャ ク製造業者 に認めた過敏性肺臓炎 の １例

○田島俊児 、坂東政司 、押川 克久 、大 野彰二、弘中貢、杉 山幸比古 （自治医科

大学 呼吸器 内科）

【症 例 】56 歳、男性。【主訴 】咳瞰 、呼吸 困難。【家族歴 ・既往歴 】特記事 項

なし。【喫煙 歴】なし。【職業歴 】生来 より家業 がコン ニャク製造業で18 歳 よ

り実 際にコン ニャク製造に携 わる。 自宅 の一 階がコン ニャ ク製造所で、 二・三

階が住居。【現病歴 】平成12 年 ８月10 日頃より乾性咳瞰 と労 作時 呼吸困難 出

現し、８ 月21 日近 医受 診。 両側 下肺 野にて ｆｉｎｅ ｃｒａｃｋｌｅｓ を聴取し、胸部 Ｘ

線写真お よび胸 部CT 上、び まん性小粒状影 を認 めた ため入 院。 血液ガ スで は

Pa02　57. 3 To ｒｒ と低酸素血症 を認 め、レD 上、LDH （475 ）とCRP （0.4 ）の軽度

上昇を認 めた。 酸 素投 与のみにて軽快したた め、過敏性肺臓炎 疑い にて ９月 １

日当科 紹介入 院 となった。【経 過 】当 院入 院時 には自覚症状お よび 検査所見 は

改善してい た。BAL を施行した ところ､ 総細胞数 とリンパ球比率 の増加（TCC 28. 8

×105/m1 、Ly　85.7% ）お よびCD4/CD8 比 の低値 （0.39 ）を認 めた。 TBLB で

は胞隔炎 とMa ｓｓｏｎ　体を認めた。 夏型 過敏性肺臓炎を疑い、 帰宅 試験 （コンニ

ャ ク製 造を含む ）を行ったところ 発熱（体温36.5 →37.1 ℃）と低酸 素血症（Pa02

83.2 →66.6 To ｒｒ）を 認 めたた め、陽性 と判 断 した。　しか し、Ｔ．ｍｕｃｏｉｄｅｓ と

Ｔ.ａｓahii の沈 降抗 体及 び間接 蛍光 抗体価 はともに 陰性 であった た め、居 住環

境 のみ の帰宅試 験を施行した ところ陰性 であっ た。 そこで、過敏性 肺臓炎 の原

因抗原 として コン ニャ クの原料 を疑い、粉塵 として吸入する可能性 のあ るコン

ニャ クの粉、ヒ ジキの粉、貝 の粉、石灰 の粉 に対して沈降抗体反応お よび リン

パ球幼弱化 試験を行った。試 料はPBS に溶解し、遠沈後 の上 清を抗原 とした。

そ の結果 、ヒジ キの粉に対する沈 降抗体反応 が陽性で あると ともに コンニ ャク

の粉に対す る末梢血 リン パ球幼 弱化試験 が陽性（SI＝266%）であった。【まとめ】

以 上より コン ニャ クの粉、ヒ ジ キの粉を抗原 とした過敏性 肺臓炎 と診断した。
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潜在進行性慢性型農夫肺と考えられた1例

○小林仁、毛利孝、吉田浩子、伊藤晴方、鹿内俊樹、谷藤幸夫、山内広平、

井上洋西（岩手医科大学第三内科）

慢性型過敏 性肺炎 は他疾患との鑑別が困難で 診断 に苦慮す ることが多 い。

我々は急性期 症状 のないまま潜在性に慢性化し たと考 えられる慢 性型 の農夫肺

の症例を経験した ので報告するｏ

｢症例｣ 75 才男 性，F 職業｣ 酪農家。｢ 現病歴｣60 歳時よ り拡張型心 筋症のた

め某病院循環器科で治療さ れていた。 2002 年6 月胸部異常陰影増強するた め精

査 のため呼吸器科紹介され，さらに胸腔鏡下肺生検，ＢＡＬなどの目的で当 科入

院した。

｢検 査所見｣ 胸部単純 写真と胸ＣＴ所見 上，肺野の粒状陰影お よび網状 陰影，

浸潤影 がみられた。 血液ガス分析所見 ；ｐＨ ７.415,PC02 35.8,P02 73.8 ，肺

機能；％VC 96.1 ％,ＦＥＶ]｡｡0％70.8 ％, 血清学検 査；ＲＦ(十),ＡＮＡ(-),s ｓ-ＤＮＡ

(-)，ds- ＤＮＡ(-),Jo-1(-) ，ＰＲ-３ ＡＮＣＡ (-),ＭＰＯ-ＡＮＣＡ(-),Cl ｑ 23.9, ＫＬ-

6 2510, ＳＰ-A 271, 気管支肺胞洗浄液( ＢＡＬＦ) 中の リンパ球増加(57.6 ％，

ＣＤ４/8 比0.39, ＨＬＡ-ＤＲ＋84.1 ％) ，胸腔鏡下肺生検 の病理像ではＮＳＩＰ ｇrｏｕp

2 の所見 であった。｢ 経過｣ 以 上よ り膠原病 の肺病変，慢性型過敏 性肺炎 の両

者 の可能性が考えら れたが，退 院後牧 草を扱 う作業 を再開したところ，胸部画

像 の増悪が見 られた。これらから環境 暴露 試験陽性と判定 し慢性型過敏性肺炎

と診断したｏ

｢結論」急性期症状の明療でない慢性型 の過敏性肺炎 の診断に は病 理所 見，

環境因子等 慎重になされなけ ればならない と考 えら れた。

49

こ



職業・環境アレルギー誌　11（1）2003

◇一般演題　30

農夫肺の1 例

○三好祐顕、鹿島隆一、石井芳樹、福田健（狽協医科大学呼吸器・ｱﾚﾙ ｷﾞｰ 内科）

【 症 例 】53 歳　 女 性

【既 往 歴 】15 歳 時: 虫 垂 炎 手 術 、40 歳 時: 自 律 神 経 失 調 症

[家 族 歴] 第 ３ 子: イ ネ 科 の ア レ ル ギ ー

【職 業 歴 】牧 畜 業20 年

[現 病 歴1 平 成12 年 秋 ご ろ よ り 、 喀 痰 を 伴 う 咳 楸 が 出 現 、 発 熱 は 認 め な か っ た 。 平 成14

年 夏 、 飼 育 牛 の 堆 肥 を 牛 舎 か ら 搬 出 す る 際 、 呼 吸 苦 を 自 覚 。 同 年10 月 ご ろ 、 感 冒 を 契

機 に 症 状 の 悪 化 を 認 め 、 近 医 受 診 。 胸 部 Ｘ 線 上 、 び ま ん 性 ス リ ガ ラ ス 影 認 め 、 当 科 紹

介 入 院 と な っ た 。

[ 入 院 時 検 査 所 見]WBC 7000( ｎｅｕt.66,8 ％､e0.0.6 ％､ly ｍ.27.3 ％)/ ｍ ｍ３,Hb 12.6 g/dl,Plt 42.1 ×

104/ μI, ＣＲＰ ０.3mg/dl 以 下 、 ＥＳＲ ２６ｍ ｍ/hr, ＢＧ Ａ(ＲＡ)P02 66.3 10rr,PC02 46.2 ' Ｒ)rｒ,lgE RIST

2 以 下､lgE RAST 12 種 目an negati ｖｅ,ＫＬ-6 4130 U/ml,SP- Ｄ ７７３ ｎｇＸｍｌ, ＰＦＴ: ＶＣ ２.36L, ％VC

93.2 ％､ＦＥＶ１.0 1.67L, ＦＥＶ１.0 ％71.67 ％､ ％Dlco 87.8 ％､ ％Ｄｌｃｏ/へ傀 94.2 ％ 、ＢＡＬＦ:ＴＣＣ ８.75 ×

105 /ml, Ｌy ｍ. 62.2 ％､Ｍ Φ19.9 ％､Ｅ０. 2.0 ％､Ｎｅｕt. 13.5 ％､ＣＤ４/ＣＤ ８ ratio 1,58, 細 菌 培 養 陰 性 、

抗 酸 菌 培 養 陰 性

血 清 沈 降 抗 体 測 定: ＳａｃｃｈａｒｏＰｏｌｙｓｐｏ７'ａ ｒｅｃtiｖiｒｇｕla 十 十jｒhe ｒｍｏａｃtｉｎｏｍｙｃｅｓ ｖｕｌｇａｒiｓ 十

十､ＣｅＰｈａｌｏｓＰｏｒiｕｍ ａｃｒｅｉｎｏｎｉｕｍ 十 十

[経 過1 職 業 歴 や 画 像 な ど か ら 、 農 夫 肺 を 疑 い 気 管 支 鏡 施 行 。 ＢＡＬＦ で は リ ン パ 球 の 増 加

を 認 め 、 ＴＢＬＢ で は 、 気 管 支 周 囲 のal ｖe01ar sePt ａ に は 軽 度 か ら 中 等 度 の リ ン パ 球 、 形

質 細 胞 浸 潤 が あ り 、 ご く 一 部 の 間 質 に 非 乾 酪 性 肉 芽 腫 を 認 め 、 ＨＰ と し て 矛 盾 し な い 組

織 像 で あ っ た 。 血 清 沈 降 抗 体 測 定 で は 農 夫 肺 の 原 因 抗 原 で あ る
ヽ
ＳａｃｃｈａｒｏＰｏｌｙｓＰｏｒａ

ｒｅｃtiｖiｒｇｕla 、 Ｔｈｅｒｍｏａｃtｉｎｏｍｙｃｅｓ ｖｕｌｇａｒiｓ が 陽 性 。 環 境 調 査 で は 、 堆 肥 、 牛 舎 、 家 屋 な ど

の 培 養 か ら は 同 菌 は 証 明 さ れ ず､' 吸 入 誘 発 試 験 や 環 境 誘 発 試 験 は 患 者 の 同 意 が 得 ら れ

ず 施 行 で き な か っ た が 、 上 記 結 果 よ り 農 夫 肺 と 診 断 。 慢 性 型 と 考 え ら れ た が 、 進 行 性

の 呼 吸 困 難 、 低 酸 素 血 症 を 伴 っ て い た た め 、 プ レ ド ニ ン40mg/day の 開 始 と な っ た 。

治 療 後 、 症 状 、 画 像 、 血 液 ガ ス の 改 善 を 認 め た 。 環 境 調 査 か ら は 、 有 意 と な る 菌 は 証

明 さ れ な か っ た が 、 職 場 か ら の 抗 原 回 避 を 指 導 し 、 軽 快 退 院 と な っ た 。
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１　 次 回 ご 案 内　Ｉ

第35 回日本職業・環境アレルギー学会総会

日

会

時:2004 年（平成16年）９月９日（木）10日（金）11日（土）

場：福井県国際交流会館

〒910-0004 福井市宝永3丁目1-1

TE1　0776-28-8800 FAX 0776-28-8818
会　 長 ：日下　 幸則 （福井医科大学環境 保健学 講座　 教授）

事務 局 ：福井 医科大学 環境保健学講座

〒910-1193 福井県 吉田郡松 岡町下合 月23-3

TEL 0776-61-8338　　FAX　0776-61-8107

e-mail : rｏｅｎtｇｅｎ＠fmsrs ａ.fｕｋｕi-ｍｅｄ.ａｃJｐ

＊日本免疫毒性学会・日本産業衛生学会アレルギー免疫毒性研究会との3者協賛大会の予定

★日本職業・環境アレルギー学会事務局★

群馬大学医学部保健学科内

〒371-8514　 前橋市昭和町3-39-１５

ＴＥＬ : 027-220-8944　　FAX : 027-220-8944
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協和発酵工業株式会社

グラクソ・スミスクライン株式会社

三共株式会社

シェリング・プラウ株式会社

住友製薬株式会社

第一製薬株式会社

大正製薬株式会社
大日本製薬株式会社

大鵬薬品工業株式会社

武田薬品工業株式会社

中外製薬株式会社

株式会社ツムラ

帝人在宅医療東日本株式会社

富山化学工業株式会社

鍋林フジサイエンス株式会社

日研化学株式会社

日本ベーリンガーイングルハイム株式会社

ノバルティスファーマ株式会社

バイエル薬品株式会社

萬有製薬株式会社

ファイザー製薬株式会社

ブリストル・マイヤーズ株式会社

三菱ウェルファーマ株式会社

山之内製薬株式会社
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